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庄内をもっと元気に!!

ANA SHONAI BLUE Ambassador
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庄内を
もっと
元気に!!

ANA SHONAI
BLUE Ambassador

昨
年
10
月
に
活
動
を
開
始
し
、
そ
の
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
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の
５
人
。
庄
内
で
暮
ら
し
、
庄
内
を
元
気
に
す
る
た
め
、
鶴
岡

市
内
な
ど
地
域
の
中
を
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
は

そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
！

特集

○問合せ　★この特集に関すること…本所総務課☎35‐1117
　　　　★ブルーアンバサダーの取り組みに関すること…ＡＮＡあきんど㈱庄内支店☎☎0234‐92‐2810　
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内
に
Ａ※

Ｎ
Ａ
の
翼
が
降
り
立
っ

て
約
30
年
。
現
在
、
そ
の
翼
は
、

庄
内
に
暮
ら
す
人
々
に
と
っ
て
、

よ
り
身
近
な
存
在
、
そ
し
て
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

空
港
開
港
か
ら
30
年
を
迎
え
た
昨
年
10

月
、
Ａ
Ｎ
Ａ
の
現
役
客
室
乗
務
員
５
人
が

庄
内
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
は
、

「
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

Ａ
ｍ
ｂ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｄ
ｏ
ｒ
」（
以
下
、
ブ

ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
）。
８
、０
０
０
人
い

る
客
室
乗
務
員
の
中
で
、
自
ら
手
を
挙
げ

て
庄
内
の
地
に
移
住
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界
。
Ａ
Ｎ
Ａ

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
、
飛
行
機
を
飛
ば
す
、
人
を
輸
送
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
と
連
携
し
合
い

な
が
ら
、
人
や
物
を
動
か
す
き
っ
か
け
を

作
っ
て
い
く
「
地
域
創
生
事
業
」
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。
ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の

取
り
組
み
も
そ
の
一
つ
で
す
。

全
国
で
も
庄
内
だ
け
の
取
り
組
み

庄
内
で
暮
ら
し
、
乗
務
が
あ
る
と
き
に

は
庄
内
空
港
か
ら
羽
田
空
港
へ
。
一
方
で
、

乗
務
が
な
い
と
き
に
は
、
ブ
ル
ー
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
と
し
て
庄
内
の
自
治
体
や
企
業
な

ど
と
と
も
に
地
域
創
生
の
活
動
を
す
る
。

切
き り え

江 沙
さ や か

也香 さん西
にし

紅
く れ は

映 さん九
く き

鬼 江
え み

実 さん

庄

★庄内の観光ＰＲ

★庄内での暮らしを発信

★庄内の物産開発・ＰＲ

★シティ・プロモーション

など

庄内の
自治体・
民間企業
等

ＡＮＡ
あきんど㈱
庄内支店

ブルー
アンバサダーと
一緒に活動が
したいです！

こういうお話を
頂いたので、

一緒に取り組んで
みてほしい！

ブルー
アンバサダー

庄内空港から
羽田空港へ

依頼を受けた案件や
庄内のＰＲ活動など
地域創生活動に従事

●ブルーアンバサダーの活動イメージ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

                 ANA SHONAI BLUE Ambassador

※ＡＮＡ＝全日本空輸㈱

乗務がないとき

乗務があるとき
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客
室
乗
務
員
が
地
方
に
移
住
し
、
ほ
か

の
仕
事
を
行
う
取
り
組
み
は
、
全
国
の
他

の
地
区
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

は
別
の
企
業
へ
の
出
向
や
派
遣
契
約
と
い

う
形
式
が
主
。

ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
５
人
の
よ
う

に
、
客
室
乗
務
員
を
続
け
な
が
ら
、
自
治

体
や
企
業
な
ど
か
ら
幅
広
い
分
野
で
事
業

を
請
け
負
っ
て
、
地
域
創
生
の
活
動
に
携

わ
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
、
全
国
で
も
庄
内

だ
け
で
す
。

市
の
事
業
で
も
大
活
躍

ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
活
動
が
始
ま

っ
て
１
年
。
市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
を

進
め
る
Ａ
Ｎ
Ａ
あ
き
ん
ど
㈱
庄
内
支
店
と

連
携
し
、
各
種
事
業
で
ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
と
協
働
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、「
お
い
し
い
つ
る
お
か
！

産
直
フ
ェ
ア
」
の
会
場
と
な
っ
た
産
直
施

設
で
の
、
鶴
岡
産
農
林
水
産
物
の
販
売
促

進
や
、
食
文
化
情
報
発
信
強
化
の
た
め
に
、

食
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
な
ど
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
婚

活
促
進
事
業
で
の
男
性
に
対
す
る
マ
ナ
ー

講
座
の
講
師
や
、
鶴
岡
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
市
内
教
育
機
関
で

の
プ
ラ
ン
作
成
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
最

終
審
査
会
で
の
司
会
進
行
も
務
め
て
も
ら

▲「おいしいつるおか！産直フェア」の会場となった市内産直
　施設で、鶴岡産農産物のＰＲを実施。

▲ユネスコ食文化創造都市情報発信強化業務の一環で、市内で
　開催される食に関するイベントに参画しています。

▲昨年度の鶴岡市ビジネスプランコンテストでは、参加校での
　サポートや最終審査会当日の司会進行を務めました。

▲民間企業と協働する「松ヶ岡ワインプロジェクト」では、
　完成したワインを、市のふるさと納税返礼品として活用。

▲市の職員を対象とした接遇研修。客室乗務員としての経験を
　生かし、接客対応の心掛けなどをアドバイスしました。

▲市と昭和女子大学の包括連携協定に基づく「地域協働インタ
　ーンシップ」では、アドバイザーとして調査活動などに協力。
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い
ま
し
た
。

今
年
度
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
関
わ
る
旅
行
関
連
返
礼
品
の
Ｐ
Ｒ

や
、
そ
の
他
返
礼
品
の
開
発
や
紹
介
な
ど
、

鶴
岡
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
ほ
か
、
市
の
職
員
を
対
象
と

し
た
接
遇
研
修
、
大
学
生
の
本
市
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
業
務

な
ど
、
客
室
乗
務
員
と
し
て
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
、
更
に
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
ま
す
。

庄
内
を
も
っ
と
元
気
に
!!

庄
内
地
域
と
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
連
携

し
、
地
域
の
元
気
を
引
き
出
す
た
め
に
始

ま
っ
た
ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
取
り
組

み
。
５
人
が
口
を
そ
ろ
え
て
言
う
の
は
、

「
庄
内
が
大
好
き
」
だ
と
い
う
こ
と
。
大

好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
庄
内
の
魅
力
を
全
国

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
話
し
ま
す
。

庄
内
を
駆
け
巡
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
活
動
を
続
け
る
５
人
の
ブ
ル
ー
ア
ン
バ

サ
ダ
ー
を
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

★
11
月
号
か
ら
、
５
か
月
に
わ
た
っ
て

ブ
ル
ー
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
一
人
ひ
と
り

を
紹
介
す
る
連
載
を
ス
タ
ー
ト
！

そ
れ
ぞ
れ
の
素
顔
に
迫
り
ま
す
！

お
楽
し
み
に
！

                 ANA SHONAI BLUE Ambassador

ＡＮＡあきんど㈱庄内支店
支店長

前
ま え だ

田 誠
まこと

さん

庄内が大好きな５人が、地域の皆さんと一緒に働きます！

▲Instagram▲Twitter ▲ホームページ

▲

Twitter▲

Instagram▲

ホームページ

ブルーアンバサダーが
庄内での暮らしや
庄内の魅力を

WEBで発信しています！
「庄内くらし」
「庄内くらし」
「ANA SHONAI 
  BLUE Ambassador」

　皆さんご存じのとおり、コロナ禍で
航空業界は大きな打撃を受けました。
それは、航空券を販売する私たち営業
部門だけではなく、客室乗務員の部門
も例外ではありませんでした。飛行機
が飛ばないがゆえに、乗務機会が大き
く減少したのです。

地域創生事業の一環として
そんな中、ＡＮＡグループとしての
地域創生事業の波と、新型コロナの影
響の長期化が重なり、ブルーアンバサ
ダーの取り組みが生まれました。
　取り組みが始まる前、グループ内で
は「客室乗務員が地域の中に入って、
一体何ができるだろう」という議論が、
実はかなりありました。
　しかし、実際に活動を始めてみると、
自治体や企業をはじめ、非常に多くの
方にお声掛けいただき、様々な事業に
参画させていただく結果となりました。

また、庄内に来てくれた５人は、好
奇心が強く、いろんなことに積極的に
関わろうとしてくれていますし、何よ
りも「庄内が好き」という思いが強い
です。その思いが地域の方々にも伝わ
って、多方面からお声掛けいただくと
いう好循環が生まれているんだと思っ
ています。

今後につながる取り組みとして
　現在、国内線の乗務機会が徐々に戻
ってきており、ブルーアンバサダーの
取り組みも、来年の３月で一旦区切り
を迎えます。しかし、今活動している
５人と庄内とのつながりは継続してい
きたいと思っていますし、ＡＮＡあき
んど㈱庄内支店としても、庄内を元気
にするために、地域の皆さんとともに、
地域創生の活動に引き続き取り組んで
いきますので、気軽にお声掛けいただ
ければと思います。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

 ■問合せ 本所総務課☎35‐1114

市政功労者を10月１日（市制施行記念日）に表彰します①

〈地方自治功労〉　中澤 洋 氏 （76歳） 日吉町
　昭和49年８月から昭和54年３月ま
で及び昭和58年５月から平成17年９
月の閉市まで並びに平成17年10月か
ら令和３年10月までの通算12期43年
１月の永きにわたり、鶴岡市議会議員
として活躍され、その間、産業経済常
任委員会委員長、議会運営委員会委員
長、議会だより編集委員会委員長、荘
内病院建設等特別委員会委員長、更に、

平成９年５月から平成11年４月まで
副議長を務められるとともに、鶴岡地
区消防事務組合議会議長、鶴岡市ほか
六箇町村衛生処理組合議会議長、庄内
広域行政組合議会議員、鶴岡市総合計
画審議会委員、鶴岡市都市計画審議会
委員などの数多くの要職にあって、積
極的にその職責を全うし、地方自治の
進展と市政の発展に寄与されました。

市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労者として表彰し、
その功績をたたえています。
　今年度は、10人の方が10月１日の市制施行記念式典で表彰され
ます（この表彰は、鶴岡市表彰条例に基づいて行われるものです）。　

〈地方自治功労〉　佐藤 文一 氏 （74歳） 越中山
　平成14年１月から平成17年９月の
閉村までの２期３年８月朝日村議会議
員として、平成17年10月から令和３
年10月までの４期16年鶴岡市議会議
員として、通算６期19年８月の永き
にわたり地方議会議員として活躍され、
その間、朝日村議会においては産業建
設常任委員会委員長等を、鶴岡市議会
においては、議会運営委員会委員長、厚

生常任委員会委員長、更に、平成27
年11月から平成29年10月まで議長を
務められるとともに、庄内広域行政組
合議会議会運営委員会副委員長、鶴岡
市農業委員会委員、鶴岡市監査委員、
鶴岡市総合計画審議会委員などの数多
くの要職にあって、積極的にその職責
を全うし、地方自治の進展と市政の発
展に寄与されました。

〈地方自治功労〉　榎本 政規 氏 （73歳） 少連寺
平成３年５月から平成17年９月の閉
市まで、また、平成17年10月から平成
21年７月までの通算５期18年３月の
永きにわたり、鶴岡市議会議員として
活躍され、その間、議長、総務常任委
員会委員長、議会運営委員会委員長な
どの要職を歴任されました。また、平
成21年10月から平成29年10月まで連
続２期８年にわたり、鶴岡市長として
市政執行の重責を担われ、食文化分野

での日本初のユネスコ創造都市ネット
ワーク加盟や日本遺産登録などの地域
文化資源の活用、高等教育・学術研究機
能の拡充、地域医療の充実、産業の振興、
地域コミュニティの活性化等に尽力さ
れるとともに、全国市長会理事、山形
県国民健康保険団体連合会副理事長、
庄内広域行政組合理事長など数多くの
要職を務められ、幅広く地方自治の進
展と市政の発展に寄与されました。　
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〈地方自治功労〉　齋藤 久 氏 （72歳） 宝徳
　平成３年８月から平成17年９月の
閉町までの４期14年２月藤島町議会
議員として、平成17年10月から令和
３年10月までの４期16年鶴岡市議会
議員として、通算８期30年２月の永
きにわたり地方議会議員として活躍さ
れ、その間、藤島町議会においては産
業建設常任委員会委員長、総務常任委
員会委員長、議長等を、鶴岡市議会に

おいては、市民生活常任委員会委員長、
副議長、更に、平成29年11月から令
和元年11月まで議長を務められると
ともに、鶴岡地区消防事務組合議会議
員、庄内広域行政組合議会議長、鶴岡
市総合計画審議会委員などの数多くの
要職にあって、積極的にその職責を全
うし、地方自治の進展と市政の発展に
寄与されました。

〈地方自治功労〉　加賀山 茂 氏 （80歳） 播磨
　平成11年５月から平成17年９月の
閉市まで、また、平成17年10月から
令和３年10月までの通算６期22年５
月の永きにわたり、鶴岡市議会議員と
して活躍され、その間、議会運営委員
会委員長、市民生活常任委員会委員長、
市民文教常任委員会委員長、決算特別
委員会委員長を務められるとともに、

鶴岡地区消防事務組合議会議員、鶴岡
市ほか六箇町村衛生処理組合議会議員、
庄内広域行政組合議会議長、鶴岡市国
民健康保険運営協議会副会長、鶴岡市
都市計画審議会委員、鶴岡市環境審議
会委員などの数多くの要職にあって、
積極的にその職責を全うし、地方自治
の進展と市政の発展に寄与されました。

〈文化功労〉　東山 昭子 氏 （86歳） 大宝寺町
　平成12年４月から平成24年３月ま
で鶴岡市芸術文化協会理事を12年、
平成24年４月から現在まで同会長を
11年務められ、本市の芸術、文化の
向上に尽力されました。その間、市民
参加型の鶴岡市芸術祭の開催をはじめ、
市内６地域の芸術文化協会の組織一体
化、同協会のＮＰＯ法人への移行及び

芸術文化団体や若い世代の育成支援に
精力的に取り組まれるとともに、黄
鶴岡歌会代表や日本九重流詩吟学会４
代目宗家として、短歌・詩吟会の発展
にも寄与。更に、鶴岡市社会教育委員
を６年、同委員長を13年務められる
など、本市の芸術、文化及び社会教育
の充実・振興に寄与されました。

〈市民生活功労〉　山田 登 氏 （86歳） 桜新町
　平成13年４月から令和４年３月ま
で、21年の永きにわたり桜新町町内
会長を務められ、その間、第二学区町
内会連絡協議会副会長３年、会長17
年、鶴岡市町内会連合会常務理事８年、
会長12年を歴任し、住民自治組織の
振興・強化に寄与されるとともに、鶴
岡市総合計画審議会委員、鶴岡地域審
議会委員等を務められ、市政の発展に

尽力されました。その間、町内会の負
担軽減をテーマにした調査研究活動や
スムーズな町内会運営のための「町内
会長の手引き」を発行するとともに、
防災研修会などを開催し、町内会活動
の強化を図りながら、互いに支え合う
地域コミュニティづくりに指導的役割
を果たされるなど、市民生活の向上と
社会福祉の増進に寄与されました。
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〈市民生活功労〉　須藤 賢三 氏 （86歳） 美原町
　平成18年４月から令和４年３月ま
で、16年の永きにわたり美原町町内会
長及び美原町公民館長を務められ、そ
の間、第四学区コミュニティ振興会副
会長４年、会長６年、鶴岡市公民館連絡
協議会理事２年、会長14年を歴任し、
地域活動の推進と住民自治の発展に寄
与されるとともに、鶴岡市社会教育委

員、鶴岡市自主防災組織連絡協議会会
長等を務められ、市政の発展に尽力さ
れました。その間、地域活動の中核とな
る公民館運営をはじめ、住民相互の融
和を図りながら、地域文化の伝承や生
涯学習の場づくり等の地域の有益な活
動を推進されるなど、公民館活動の振
興と市民生活の向上に寄与されました。

〈社会福祉功労〉　櫻井 好和 氏 （81歳） 上畑町
　鶴岡市障害者施策推進協議会の会長
を、設立から現在まで17年、また、
鶴岡市社会福祉協議会ボランティア運
営委員会の委員長を、設立から現在ま
で16年、それぞれ永きにわたり務め
られ、更に、鶴岡市社会福祉協議会評
議員４年、理事４年、鶴岡市児童福祉
審議会委員３年、会長２年を歴任し、

本市の障害者福祉・児童福祉施策の推
進、地域福祉の推進及びボランティア
活動の活性化に尽力されました。多年
にわたり地域の人々が住み慣れたまち
で安心して生活できるよう、社会福祉
の増進と社会奉仕団体の育成強化に寄
与されました。

〈社会福祉功労〉　板垣 壯典 氏 （84歳） 宝町
　平成13年12月民生委員児童委員に

就任以来現在まで、20年10月の永き

にわたり、社会奉仕の精神をもって、

援助を必要とする方々の自立支援、ひ

とり暮らし高齢者の友愛訪問等に献身

的に尽力されるとともに、平成21年

11月から現在まで第５民生区民生児

童委員協議会会長、平成27年４月か

ら平成28年11月まで鶴岡市民生児童

委員協議会連合会副会長、平成28年

12月から現在まで同協議会連合会会

長として委員の資質の向上に努められ

るなど、民生の安定と市民福祉の向上

発展に寄与されました。

市政功労者を10月１日（市制施行記念日）に表彰します②
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市LINELINE公式アカウント
生活に欠かせない
様々な情報をお届けします !

友だち追加はこちらから→

市公式ツイッターツイッター
でリアルタイム
の情報を発信中

フォローはこちらから→
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市
政

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
談
会

委
員
募
集

鶴
岡
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
掲
げ
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
意
見
や
助
言
等

を
頂
け
る
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
委
員
の
任

期
は
委
嘱
日
か
ら
２
年
間
で
す
。

■対
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
が
あ
り
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
、

今
年
10
月
１
日
現
在
で
満
18
歳
以
上
の
方
３

人
以
内
（
国
、
地
方
自
治
体
の
議
員
及
び
職

員
を
除
く
）
■申
10
月
17
日
○月
ま
で
申
込
書

を
直
接
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
で
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
へ

■他
申
込
書
は
本
所
総
合
案
内
、
各
地
域
庁
舎

に
設
置
（
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

健
康
・
福
祉
・
年
金

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
に
助
成
し
ま
す

■日
10
月
１
日
○土
〜
来
年
１
月
31
日
○火

■場
本

市
と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

契
約
を
し
て
い
る
医
療
機
関

■対
65
歳
以
上

の
方
ま
た
は
60
歳
〜
64
歳
で
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
等
の
内
部
障
害
が
あ
り
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
に
該
当
す
る
方
（
医
療
機
関
で
本

人
確
認
を
し
ま
す
）
■
助
成
額

１
、
５

０
０
円
（
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
異
な
り

ま
す
）
■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐

０
１
５
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ

■他
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
自
己
負
担
金

が
無
料
に
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
（
課

税
さ
れ
て
い
る
方
と
同
居
、
ま
た
は
課
税
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
を
除
く
）
は
助
成
額

が
２
、
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
（
要
事
前
申

請
〈
■日
９
月
30
日
○金
か
ら
〉）。
申
請
は
本
人

の
同
意
に
よ
り
代
理
申
請
も
可
能
で
す

対
象
者
に
は
９
月
末
に
受
診
券
を
送
付

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○土
〜
12
月
28
日
○水

■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）
■対
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済

み
の
方
を
除
く
）
■内
問
診
、
歯
周
組
織
検

査

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
。
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制

度
あ
り〈
要
事
前
申
請
〉）
■持
受
診
券

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

早
期
発
見
の
た
め
に
、定
期
的
な
が
ん
検
診
を

が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間

▼
10
月
は「
が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間
」で
す

が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
自
覚
症

状
が
な
い
う
ち
に
、
が
ん
検
診
を
定
期
的
に

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
年
度
が
ん
検

診
未
申
込
者
で
受
診
を
希
望
す
る
方
は
、
こ

の
機
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
鶴
岡
市
が
ん
検
診
受
診
向
上
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
10
月
３
日
○月

〜
31
日
○月

■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■内
大
腸
が
ん
簡

単
３
分
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
等

■他
市
HP

▼
庄
内
南
部
・
北
部
が
ん
検
診
受

診
向
上
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
10

月
８
日
○土

■場
イ
オ
ン
モ
ー
ル

三
川

■内
が
ん
・
健
康
づ
く
り
簡
単
ク
イ
ズ
、

ベ
ジ
チ
ェ
ッ
ク
無
料
測
定
等

■他
い
き
い
き

健
康
フ
ェ
ア
・
が
ん
総
合
出
張
相
談
と
合
同

開
催
。
市
HP

▼
共
通

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25

‐
２
７
３
１

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
歳

〜
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

②

在
宅
等
で
介
護
を
受
け
、
常
時
失
禁
状
態
の

寝
た
き
り
等
で
あ
る

③
本
人
の
市
民
税
が

非
課
税

■
助
成
対
象
用
品

紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、使
い
捨
て
手
袋
、お
尻
拭
き

■
助
成
方
法

市
の
登
録
事
業
所
が
対
象
用

品
を
配
達

■
助
成
限
度
額

▽
介
護
保
険

料
第
１
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円

▽
同

２
・
３
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円

▽
同

４
・
５
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円
（
40
歳

〜
64
歳
の
方
は
本
人
及
び
世
帯
の
課
税
状
況

に
応
じ
て
決
定
）
■申
各
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４
１
８

０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
在
宅
身
体
障
害

者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
日
常
生
活
で
の
困
り

ご
と
や
要
望
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
30
日
○水
ま
で

■申
本
所
福
祉
課
☎
35

‐
１
２
７
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ今

年
度
の
年
金
額
は
満
額
で
77
万
７
、８
０
０
円

老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
に
は
、
次
の

全
て
の
期
間
を
合
計
し
て
10
年
以
上
の
期
間

が
必
要
で
す
。
な
お
、
期
間
に
応
じ
て
年
金

額
は
増
減
し
ま
す
。

▽
保
険
料
納
付
期
間

▽
保
険
料
免
除
・
納
付

猶
予
期
間

▽
学
生
納
付
特
例
期
間

▽
厚
生

年
金
等
の
加
入
期
間

▽
国
民
年
金
第
３
号
被

保
険
者
の
期
間

▽
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加

入
し
な
か
っ
た
期
間

▼
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い
な
い
人
は
？

最
長
で
70
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
資

格
を
満
た
す
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
満
額
受
給
で
き
な
い
人
は
？

最
長
で
65
歳
に
な
る
月
の
前
月
ま
で
、
満

額
に
近
づ
け
る
た
め
に
任
意
加
入
で
き
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
受
給

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
65
歳

で
す
が
、
本
人
の
希
望
で
60
歳
〜
64
歳
で
も
、

年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
た
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
65
歳
以
降
も
減
額
率

は
そ
の
ま
ま
）。
な
お
、
繰
上
げ
請
求
に
よ

っ
て
年
金
受
給
中
の
人
が
、
65
歳
前
に
障
害

者
や
寡
婦
と
な
っ
た
場
合
、
障
害
基
礎
年
金

や
寡
婦
年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

健
康
・
福
祉
・
年
金

市
政

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　

10
月
に
支
給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月

〜
９
月
分
で
、
10
月
14
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

郵
送
で
の
期
間
入
札
、
振
り
込
み
で
の
支

払
い
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
発

行
の
買
受
適
格
証
明
が
必
要
と
な
る
物
件
に

つ
い
て
は
、
９
月
15
日
時
点
で
買
受
適
格
証

明
を
申
請
し
て
い
る
方
の
み
入
札
で
き
ま
す
。

■日
10
月
24
日
○月
〜
28
日
○金
（
期
間
内
必
着
）

■問
本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
２

■他
市
HP

10
月
は
不
法
投
棄
監
視
・
海
岸

漂
着
ご
み
削
減
強
化
月
間

　

不
法
投
棄
防
止
及
び
漂
着
ご
み
の
削
減
を

図
る
た
め
、
監
視
や
啓
発
活
動
を
集
中
的
に

実
施
し
ま
す
。
漂
着
ご
み
の
多
く
は
河
川
か

ら
海
に
流
出
し
た
物
で
す
。
ご
み
の
ポ
イ
捨

て
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
散
ら
か
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８
８

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
・
食
品

ロ
ス
削
減
月
間

３
Ｒ
と
は
、
焼
却
・
埋
立
て
さ
れ
る
ご
み

を
減
ら
し
、
限
り
あ
る
資
源
を
有
効
に
繰
り

返
し
使
う
循
環
型
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
リ
デ
ュ
ー
ス

（Reduce

）、繰
り
返
し
使
用
す
る
リ
ユ
ー
ス

（Reuse

）、資
源
と
し
て
再
生
利
用
す
る
リ

サ
イ
ク
ル（Recycle

）を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
デ
ュ
ー
ス
の
行
動
例

食
べ
残
し
や
期

限
切
れ
な
ど
、
本
来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う「
食
品
ロ
ス
」を
減
ら
す
た
め
、

週
に
一
度
は
冷
蔵
庫
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
行
動
例

ご

み
焼
却
施
設
で
、
平
日
と
第
３
日
曜
日
の
午

前
中
に
実
施
し
て
い
る
、
古
着
等
の
無
料
回

収
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
８

10
月
は
土
地
月
間
〜
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
〜

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ

■他
市
HP

10
月
11
日
〜
20
日
は「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の
街

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い

▽

掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〞な
い

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〞ら
な
い

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〞お
き
な
声
を
出
す

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〞ぐ
逃
げ
る

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〞ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

11
月
１
日
〜
10
日
は
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間

日
没
が
早
ま
る
こ
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時

か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
交
通
事
故
、
特
に
道

路
横
断
中
の
高
齢
者
が
犠
牲
に
な
る
事
故
の

多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

夕
方
か
ら
出
掛
け
る
場
合
は
、
明
る
い
服

装
で
ピ
カ
ピ
カ
光
る
夜
光
反
射
材
を
身
に
着

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
転
者
も
高
齢
者
を

見
掛
け
た
ら
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
、
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

土
地
売
買
の
際
は

地
価
調
査
価
格
を
参
考
に

地
価
調
査
と
は
、
山
形
県
が
県
内
全
市
町

村
を
対
象
に
、
基
準
地
（
市
内
は
32
地
点
）

を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
土
地
価
格
を
公
表

す
る
も
の
で
す
。
売
買
対
象
地
の
条
件
と
比

較
す
れ
ば
、
そ
の
土
地
の
お
お
よ
そ
の
適
正

価
格
が
分
か
り
ま
す
。
地
価
調
査
書
は
、
本

所
土
木
課
☎
35
‐
１
４
２
４
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
産
業
建
設
課
で
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
HP
で
も
そ
の

内
容
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

10
月
15
日
〜
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

子
育
て
・
教
育

生
活
・
そ
の
他

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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全
市
域
対
象
・
１
日
１
回
開
催

令
和
４
年
鶴
岡
市
成
人
式

９
月
末
に
対
象
の
新
成
人
へ
案
内
状
を
送

付
し
ま
し
た
。
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
14
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

■問
社
会
教
育
課（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６

■他
参
加
を
希
望
す
る
方
は
事
前

登
録
が
必
要
。
詳
し
く
は
市
HP

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す　
　
　
　

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
の
特
産
品
で
あ
る
庄
内
柿
も
10
月
中

旬
〜
下
旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

地
元
の
旬
の
味
覚
、
甘
み
た
っ
ぷ
り
の
庄
内

柿
を
今
年
も
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

柳
橋
全
面
通
行
止
め
の

お
知
ら
せ

内
川
に
架
か
る
柳
橋
（
本
町
二
丁
目
・
三

丁
目
）
の
架
け
替
え
工
事
の
た
め
、
10
月
17

日
○月
午
前
９
時
か
ら
全
面
通
行
止
め
と
な
り

ま
す
。
開
通
は
令
和
７
年
内
の
予
定
で
す
。

■問
本
所
土
木
課
☎
35
‐
１
３
８

５

■他
位
置
図
等
詳
し
く
は
市

HP

#56

き
込
む
。
芸
術
の
秋
の
開
幕
を
告
げ
る
鶴

岡
市
芸
術
祭
の
記
念
公
演
を
鑑
賞
し
、
そ

の
後
は
白

社
美
術
展
の
授
賞
式
へ
。
各

作
品
の
力
強
さ
、
個
性
が
光
を
放
ち
、
若

い
世
代
の
台
頭
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
一
方

で
、
作
品
に
投
影
さ
れ
た
戦
争
の
影
も
印

象
に
残
っ
た
。

　

そ
の
日
の
朝
、
４
時
18
分
、
庄
内
総
合

支
庁
か
ら
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
。
青

龍
寺
川
・
高
坂
と
京
田
川
・
三
和
で
避
難

判
断
水
位
を
超
過
し
た
こ
と
の
連
絡
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
雨
は
上
が
り
、
私
は
「
虹
」

と
い
う
曲
を
聴
い
て
か
ら
芸
術
の
秋
の
諸

行
事
に
出
掛
け
た
の
で
あ
っ
た
。
一
時
的

に
強
か
っ
た
雨
が
上
が
る
。
雨
が
上
が
っ

た
後
の
虹
に
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な
笑
顔
が

鶴
岡
市
芸
術
祭
を
通
じ
て
市
民
の
皆
様
に

広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

９
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
東
北
地
域
シ
ニ
ア
・

交
流
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
の
始
球
式
。

大
き
め
の
ゲ
ー
ト
を
通
過
、
ほ
っ
と
一
安

心
し
、
夕
方
の
「
じ
ろ
で
庄
内
」
の
前
夜

祭
か
ら
帰
宅
し
車
を
降
り
た
。
夜
空
を
眺

め
る
と
稲
穂
の
向
こ
う
の
山
並
み
に
、
ぽ

っ
か
り
と
月
が
浮
か
ん
で
い
る
。
中
秋
の

名
月
が
翌
日
の
快
晴
を
約
束
し
、
出
羽
三

山
、
庄
内
平
野
、
日
本
海
を
巡
る
最
長
２

１
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
自
転
車
が
駆
け
抜
け

る
風
景
が
心
に
浮
か
ん
だ
。
猛
暑
と
大
雨

を
乗
り
越
え
、
実
り
の
秋
が
す
ぐ
そ
こ
に

来
て
い
る
。

９
月
５
日
、
市
役
所
の
玄
関
先
に
真
っ

赤
な
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
実
が
落
ち
て
い
る
の

が
目
に
留
ま
っ
た
。
慌
た
だ
し
く
登
庁
す

る
職
員
は
ま
だ
半
袖
だ
が
、
季
節
は
巡
る
。

　

大
黒
舞
が
継
承
さ
れ
、
北
前
船
で
栄
え

た
当
時
の
町
割
り
が
そ
の
ま
ま
残
る
街
並

み
。
令
和
の
ス
タ
ー
ト
と
と
も
に
日
本
遺

産
「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」
に
仲

間
入
り
し
た
加
茂
地
区
で
は
、
自
治
振
興

会
な
ど
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
じ
年
に
は

山
形
県
沖
地
震
が
発
生
し
、
老
朽
化
し
た

地
域
活
動
の
拠
点
の
改
築
が
待
っ
た
な
し

と
な
っ
て
い
た
。
9
月
1
日
、
加
茂
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
の
開
所
式
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
施
設
は
、
地
元
の
皆
さ
ん

の
利
用
は
も
と
よ
り
、
加
茂
を
訪
れ
る
方

々
の
利
用
も
想
定
し
、
玄
関
付
近
に
ミ
ニ

キ
ッ
チ
ン
を
備
え
た
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
外
部
ト
イ
レ
も
確
保
さ
れ
て
い

る
。
加
茂
水
族
館
や
レ
イ
ン
ボ
ー
ビ
ー
チ

に
加
え
、
新
た
な
渚
の
交
番
の
設
置
も
進

め
ら
れ
る
な
ど
、
今
後
一
層
の
交
流
人
口

の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。
雨
天
の
船
出
と

な
っ
た
施
設
の
開
所
式
だ
っ
た
が
、
雨
よ

け
の
デ
ッ
キ
に
並
ん
だ
関
係
者
は
笑
顔
だ

っ
た
。
地
域
の
思
い
の
詰
ま
っ
た
建
物
が
、

交
流
を
大
い
に
促
進
し
、
街
に
元
気
を
生

ん
で
い
く
。

　

９
月
４
日
、
松
根
塾
獅
子
天
狗
舞
伝
承

班
の
笛
の
音
が
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
に
響
き
、

ギ
タ
ー
と
サ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
ダ
ン
ス
と

の
即
興
の
競
演
が
観
客
を
ス
テ
ー
ジ
に
引

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
テ
ン
グ
タ
ケ
な
ど

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お

う
吐
・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
系
の
障

害
や
、
瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
・
手
足
の
し
び

れ
・
意
識
の
混
濁
な
ど
の
神
経
系
の
障
害
な

ど
の
ほ
か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ
ん
、
呼
吸

困
難
等
で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
知
ら
な
い
キ
ノ
コ
や
不
安
を
感
じ
る
キ
ノ

コ
は
採
取
し
な
い

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ

と
そ
れ
に
似
た
毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え

て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
す
る

▽
食

べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
思
っ
て
持
ち
帰
っ
て
も
、

調
理
前
に
も
う
１
度
確
認
す
る

▽
安
易
に

譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け
た
り
し
な
い

▽

「
縦
に
裂
け
る
・
虫
が
食
べ
た
跡
が
あ
る
・

塩
漬
け
に
す
る
と
食
べ
ら
れ
る
」
な
ど
の
言

い
伝
え
は
信
じ
な
い

▽
キ
ノ
コ
を
食
べ
て

体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な
ど
を

持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
４
６

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

■内
テ
ー
ブ
ル
ほ
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
用
備
品
の
整
備
（
木
野
俣
自

治
会
）
■問
温
海
庁
舎
総
務
企
画

課
☎
43
‐
４
６
１
１
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■問合せ 各園、本所子育て推進課☎35‐1291または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
♠新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
♠三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 90人（予定） ☎22‐0658
♦みどり（大塚町） 満３歳 7：30～18：30 52人 ☎23‐2350
♦和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 20人（予定） ☎22‐8835
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥美咲の森（美咲町） ６か月 7：00～19：00 80人 ☎24‐5555
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎23‐5646
◎南部（陽光町） ３か月 7：30～19：00 140人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 60人 ☎25‐7070
◎常念寺[本園・分園]（睦町） ２か月 7：00～19：00 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 80人 ☎22‐5841
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：15～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 50人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：30 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：15～18：15 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 70人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 170人 ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） ６か月 7：30～18：30 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：30～18：30 40人 ☎44‐2133
★ニチイキッズつるおか駅前（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ニチイキッズつるおか天神（大東町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐7270
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（千石町） ３か月 7：30～18：30 9人 ☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

▷申請書の配布…10月３日○月から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷ 申請書の受付…10月３日○月～10月31
日○月に上記配布場所で受け付けます
（できるだけ第１希望の園にお申し
込みください）
▷ 提出書類…認定申請書（入園申込書
を兼ねる）、就労証明書、保育料納
付誓約書、口座振替依頼書等
▷ 入園の決定…来年１月下旬に郵送で
通知予定です
※ 年度途中の入園希望も､ 受付期間内
にお申し込みください｡ 期間外の申
込みには対応できない場合がありま
す｡
※ 新規受入可能人数以上の申込みがあ　
った場合は、入所の調整をします。
※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の４施設…２歳児まで
〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで
■１号・２号・３号認定共通
▷ 保育料は保護者の今年度の市民税額
に応じて決まります
▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります
▷ 入園手続き、保育料等の詳細は、申
請書と同時に配布する「入園のてび
き」を参考にしてください

 ♠＝認定こども園（幼保連携型） 　
 ♦＝認定こども園（幼稚園型）
 ♥＝認定こども園（保育所型）  　
 ◎＝保育所　　★＝地域型保育
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来年度の認定こども園・保育所・地域型保育入園児募集について

表１【１号認定の方が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 45人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～12：00 15人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎28‐3331
♠ちわら菜の花（茅原） 満３歳 9：00～13：00 15人 ☎26‐7311
♠大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 60人 ☎22‐1883
♠ちとせはぐくみ（稲生一丁目） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐0742
♠若葉（若葉町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐2237
♠マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 51人（予定） ☎22‐5831
♠新形（新形町） 満３歳 9：00～13：00 15人 ☎23‐2568
♠三瀬（三瀬） 満３歳 9：30～15：00 15人 ☎73‐3500
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 40人（予定） ☎22‐0658
♦みどり（大塚町） 満３歳 8：00～14：00 108人 ☎23‐2350
♦和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 15人（予定） ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥美咲の森（美咲町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎24‐5555
♥にしごう（下川） 満３歳 9：00～14：00 15人 ☎64‐0245

表２【２号・３号認定の方が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 75人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ６か月 7：00～19：00 80人 ☎28‐3331
♠ちわら菜の花（茅原） ２か月 7：20～19：00 60人 ☎26‐7311
♠大宝（大宝寺町） ６か月 7：30～18：30 75人 ☎22‐1883
♠ちとせはぐくみ（稲生一丁目） ５か月 7：30～19：00 60人 ☎22‐0742
♠若葉（若葉町） ６か月 7：30～18：30 30人 ☎22‐2237
♠マリア（馬場町） ８か月 7：30～19：00 99人（予定） ☎22‐5831

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための教育・保育給付認定
「子ども・子育て支援新制度」では、施
設等（認定こども園、幼稚園、保育所、地
域型保育）を利用する場合、教育・保育
給付認定を受ける必要があります。認
定には、子供の年齢や利用希望等によ
って、３つの区分（１号認定〈満３歳
以上・教育標準時間認定〉、２号認定
〈満３歳以上・保育認定〉、３号認定〈満
３歳未満・保育認定〉）があり、区分に
応じて利用できる施設が決まります。
■１号認定での利用の場合
▷ 対象…本市に住民登録があり、教育
利用を希望する児童（本市へ転入予
定の児童も受け付けます）
▷ 提出書類…認定申請書（入園申込書
を兼ねる）   　
▷ 手続きの流れ…①10月３日○月から
各園（表１）に直接利用希望の申込み
を行い、入園の内定を受けます（市
への認定申請は、各園を通じて行
われます）  ②来年１月下旬に、市
から認定書が交付されます（各園
から入園に関する案内があります）
■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
が仕事や病気等のため､ 保育を必要
とする児童（出生予定、本市へ転入
予定の児童も受け付けます）

～教育・保育給付認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
認定こども園の

教育利用を希望する
保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼
▼
▼
▼
▼

▼ ▼

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

▼ ▼

直接、施設に利用申込みをする。
施設を通じて、

市に認定申請を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用
表１の施設 表２の施設 表２の施設

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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世
界
に
通
用
す
る

ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト

小川瑛次郎
scene01

Eijiro Ogawa
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黒
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に

所
属
す
る
小
川
瑛
次
郎
さ
ん
。
今

年
の
Ｕ
‐
16（
16
歳
以
下
）ア
ジ
ア
選
手
権
、

Ｕ
‐
17
（
17
歳
以
下
）
世
界
選
手
権
に
日

本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
秋
田
市

立
城
南
中
を
卒
業
後
は
、
親
元
を
離
れ
、

現
在
は
寮
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
中
学
３
年
生
の
と
き
に
、
羽
黒
高
校
の

練
習
に
参
加
し
た
ん
で
す
。
当
時
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ
ー
で
し
た
が
、
羽
黒
高

校
に
入
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
な
が
ら
、
伸
び
伸
び
プ
レ
ー
で
き

る
と
思
っ
て
入
学
を
決
め
ま
し
た
」。

そ
う
話
す
小
川
さ
ん
の
、
現
在
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
は
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ド
。
試

合
で
は
ス
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
（
３
点
）
シ
ュ

ー
ト
な
ど
、
主
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
か
ら
の

得
点
を
狙
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
時
代
に

セ
ン
タ
ー
を
し
て
い
た
経
験
か
ら
、
イ
ン

サ
イ
ド
で
も
勝
負
で
き
る
の
が
彼
の
強
み
。

「
小
学
生
の
と
き
、
母
に
地
元
の
プ
ロ
チ

ー
ム
・
秋
田
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
試

合
を
見
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
、

バ
ス
ケ
を
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
ね
。
プ

ロ
の
試
合
を
見
て
、
バ
ス
ケ
っ
て
面
白
い

な
！
と
思
っ
た
ん
で
す
。
中
学
生
の
頃
は
、

部
活
と
ノ
ー
ザ
ン
ハ
ピ
ネ
ッ
ツ
の
ユ
ー
ス

チ
ー
ム
両
方
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
」。

バ
ス
ケ
が
大
好
き
だ
か
ら
こ
そ
、
掛
け

持
ち
も
苦
で
は
な
か
っ
た
そ
う
。
中
学
３

年
時
は
、
城
南
中
の
エ
ー
ス
と
し
て
全
国

制
覇
を
経
験
し
ま
し
た
。

高
校
で
は
１
年
時
か
ら
頭
角
を
現
し
、

今
年
の
Ｕ
‐
16
ア
ジ
ア
選
手
権
で
は
、
得

意
の
外
角
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
で
チ
ー
ム
を

け
ん
引
。
決
勝
ま
で
の
全
５
試
合
で
計
62

得
点
を
挙
げ
、
準
優
勝
に
貢
献
し
ま
し
た
。

「
で
も
、
や
は
り
ア
ジ
ア
と
世
界
で
は
、

レ
ベ
ル
が
全
然
違
い
ま
し
た
ね
。
世
界
選

手
権
に
出
場
す
る
各
国
の
選
手
は
、
自
分

た
ち
よ
り
体
が
大
き
か
っ
た
り
、
当
た
り

が
強
か
っ
た
り
、
国
内
で
は
対
戦
で
き
な

い
よ
う
な
選
手
ば
か
り
で
し
た
。
ま
た
、

初
め
て
の
世
界
の
舞
台
で
雰
囲
気
に
飲
ま

れ
て
し
ま
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。
世
界

で
戦
う
た
め
に
は
、
落
ち
着
い
て
自
分
の

力
を
出
す
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。」
と
小
川
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

Ｕ
‐
17
世
界
選
手
権
で
の
日
本
代
表
の

成
績
は
、
通
算
１
勝
６
敗
で
、
16
チ
ー
ム

中
14
位
。
し
か
し
、
小
川
さ
ん
の
ス
リ
ー

ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト
成
功
率
は
、
出
場
選

手
中
ト
ッ
プ
の
58
・
１
％
（
31
本
中
18
本

成
功
）
で
、
世
界
で
も
、
そ
の
力
が
通
用

す
る
こ
と
を
証
明
し
て
み
せ
ま
し
た
。

「
オ
フ
ェ
ン
ス
も
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
も
、
も

っ
と
上
手
に
な
っ
て
、
相
手
が
自
分
と
の

対
戦
を
嫌
が
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い

で
す
。
ま
た
、
チ
ー
ム
と
し
て
も
、
全
国

の
も
っ
と
上
位
を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。」

と
意
気
込
む
小
川
さ
ん
。
そ
の
目
は
、
大

学
、
そ
し
て
、
更
に
先
を
見
据
え
ま
す
。

〝
ち
な
み
に
勉
強
は
得
意
で
す
か
〞
の

問
い
に
「
ぼ
ち
ぼ
ち
で
す
ね
（
笑
）」
と
、

あ
ど
け
な
さ
の
残
る
笑
顔
で
は
に
か
む
姿

が
印
象
的
で
す
。

小川瑛次郎 さん（17）
秋田市出身。秋田市立城南中卒業後、羽黒高校に
入学。現在２年生。今年、Ｕ‐16アジア選手権で
準優勝し、Ｕ‐17世界選手権に出場。全国高等学
校総合体育大会（四国インターハイ）でベスト16。
身長187㎝。休日は友人とサイクリングを楽しむ。 ▲今年の高校総体は山形県大会で優勝。全国ではベスト16に入った。

羽

▲

▲

U‐16アジア選手権。決勝
　　までの全５試合で、チーム
　　２位の合計62得点を挙げ、
　　準優勝に貢献。 ©FIBA

©FIBA
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鶴岡｜8.29 おぃやさ祭りが開催

華やかな衣装に身を包んだ踊り手による「庄内はえや
節流し踊り」が、3年振りに山王通りで披露されまし
た。流し踊りのパレードには、市内外の10団体から

約200人が参加。生バンド演奏に合わせた各団体の熱
気に満ちた踊り、そして力強い大旗振りに、沿道の大
勢の観客からは万雷の拍手が送られました。

鶴岡｜9.1 加茂コミュニティ防災センターが開所

加茂地区のコミュニティ防災センターが、加茂水族館
第２駐車場（旧加茂中学校跡地）に移転。雨が降る中、
多くの地域住民が参加し、改築オープンを祝いました。
開所式の後は施設内覧が行われ、機能が充実した設備

の説明を聞き、今後の利用に胸を膨らませていました。
地域利用や災害時の避難場所だけでなく、観光客に開
放し、地区の歴史と文化を伝えるスペースも設け、交
流人口の拡大が期待されます。「加茂にカモーン！」
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鶴岡｜9.11

致道博物館記念特別展「藩祖・酒井忠勝」

元和８年（1622）に庄内に入部した酒井家３代忠勝。
鶴ヶ岡城の整備や新田開発など、発展の礎を築いた
事績を紹介しています。10月31日まで開催中です。

藤島｜9.2

渡前さわやか教室

藤島体育館のインストラクターと一緒に、室内でで
きる軽運動＆ストレッチ。楽しみながら体をほぐし、
健康づくりと運動不足解消に取り組んでいます。

朝日｜8.28

朝日中央コミュニティセンター軽スポーツ大会

自治会や地区で結成された15チームが、ソフトバ
レーボールで汗を流しました。久しぶりのチームプ
レーに、選手や観客からは歓声が上がっていました。

温海｜8.27

「よれっちゃ福栄」オープン

地域住民が旧福栄保育園の建物を活用し、食堂を
オープン。初日は50人が訪れ、地元で採れた食材
を使った定食などで、地域の味を楽しみました。

鶴岡｜8.25

知事と若者の地域創生ミーティングin鶴岡市

鶴岡アートフォーラムを会場に、市内で活躍する若
者７人と吉村美栄子山形県知事が意見交換。様々な
視点から、地域づくりのアイデアが出されました。

羽黒｜8.20

無添加ハーブ石鹸手作り体験

創造の森交流館で、体に優しい、昔ながらのピュア
な石鹸

けん

作りに挑戦！３種類のハーブを入れたオリジ
ナルの石鹸は、感染症予防にも役立ちそうです。
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催
し

松
ヶ
岡
謎
解
き
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

■日
10
月
31
日
○○○
ま
で

■場
松
ヶ
岡
開
墾
場

周
辺

■問
史
跡
松
ヶ
岡
開
墾
場
管
理
運
営

協
議
会
☎
64
‐
１
３
３
１

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　
　
　
　
　

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

■日
10
月
31
日
○○○
ま
で
の
午
後
５
時
30
分
〜

９
時　

■内
臓
器
移
植
法
が
施
行
さ
れ
た
10

月
16
日
の
「
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
デ
ー
」
に

合
わ
せ
、
同
館
を
緑
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ　

■問
山
形
県
臓
器
移
植
推
進
機
構
☎
０
２
３

15
人

■師
渡
部
幸
氏
（
出
羽
三
山
歴
史
博

物
館
学
芸
員
）
■費
２
、
２
０
０
円

■申

10
月
５
日
○○○
ま
で
い
で
は
文
化
記
念
館
☎

62
‐
４
７
２
７
へ

国
産
生
ハ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
10
月
９
日
○○○
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）
■内
国
産
生

ハ
ム
の
食
べ
比
べ

■問
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
☎
03
‐
６
８
１

０
‐
８
４
５
５

■他
HP

プ
ロ
棋
士
指
導
囲
碁
会
・　

鶴
岡
市
秋
季
囲
碁
大
会

▼
指
導
囲
碁
会

■日
10
月
９
日
○○○
午
後
１

時
・
10
日
○○○
午
前
10
時

■場
囲
碁
サ
ロ
ン

▼
秋
季
囲
碁
大
会

■日
10
月
10
日
○○○
午
後

０
時
30
分

■場
勤
労
者
会
館

摩
耶
山
秋
の
登
山
会

■日
10
月
16
日
○○○
午
前
８
時
30
分
（
ま
や
の

や
か
た
集
合
）

■問
あ
つ
み
観
光
協
会
☎

43
‐
３
５
４
７

■他
き
の
こ
汁
の
振
る
舞

い
あ
り
（
先
着
１
０
０
人
）

笹
巻
・
と
ち
も
ち
作
り
体
験
教
室

▼
笹
巻
作
り　

■日
10
月
12
日
○○○
・
19
日
○○○

午
後
１
時

▼
と
ち
も
ち
作
り

■日
10
月
13
日
○○○
・
27

日
○○○
午
後
２
時

▼
共
通

■場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｒ

■定
各

回
20
人

■費
５
０
０
円

■申
各
回
開
催
日

の
１
週
間
前
ま
で
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
ま

た
は
本
所
食
文
化
創
造
都
市
推

進
課
☎
35
‐
１
１
８
５
へ

木
登
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？　
　
　
　
　

ツ
リ
ー
イ
ン
グ
体
験

■日
10
月
16
日
○日
午
前
９
時

■場
蝦
夷
館
公

園

■対
小
学
３
年
生
以
上
先
着
30
人

■持

滑
り
止
め
付
き
軍
手
等

■申
10
月
７
日
○○○

ま
で
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
メ
ー
ル

■問
手

向
地
区
自
治
振
興
会
☎
62
‐
２

１
２
８

手
向
門
前
市
＠
蝦
夷
館
公
園

■日
10
月
16
日
○○○
午
前
10
時

■内
手
向
地
区

内
の
店
舗
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
の
出
店

■問
羽
黒
庁
舎
総
務
企
画
課
内
出
羽
三
山
魅

力
発
信
協
議
会
☎
26
‐
８
７
７

１

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

道
の
駅
「
あ
つ
み
」
し
ゃ
り
ん　
　
　
　
　

新
米
販
売
会
・
日
本
海
お
魚
フ
ェ
ア

■日
新
米
販
売
会
…
10
月
16
日
○○○

日
本
海

お
魚
フ
ェ
ア
…
10
月
23
日
○○○

■時
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■場
・
■問
し
ゃ
り
ん
☎
44

‐
３
２
１
１

ス
テ
ラ
の
会　

星
を
見
る
会

▼
秋
の
星
座
は
古
代
エ
チ
オ
ピ
ア
王
家
の

‐
６
２
５
‐
１
０
６
９

■他
16
日
○日
は
臓

器
移
植
に
関
す
る
動
画
も
放
映

地
魚
料
理
を
食
べ
て
応
援
！

魚
の
お
い
し
い
ま
ち
鶴
岡
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

■日
12
月
31
日
○○○
ま
で

■内
市
内
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
店
（
飲
食
店
、
旅
館
、
仕
出

し
店
等
）
で
地
魚
料
理
を
購
入
し
た
方
の

中
か
ら
抽
せ
ん
で
１
２
０
人
に
魚
屋
で
使

え
る
地
魚
購
入
券
や
地
魚
加
工
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

■問
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35

‐
１
２
９
８

■他
市
HP

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展

所
作
・
動
作

■日
12
月
25
日
○○○
ま
で
の
午
前
9
時
〜
午
後

５
時
30
分

■内
市
が
所
蔵
す
る
郷
土
ゆ
か

り
の
美
術
作
品
の
展
示

■場
・
■問
同
館
☎

29
‐
０
２
６
０

チ
ェ
リ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

山
形
２
０
２
２

■日
・
■内
10
月
１
日
○○○
〜
10
日
○○○
…
展
示
発

表

１
日
○○○
・
２
日
○○○
…
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ　

２
日
○○○
…
県
民
交
流
コ
ー
ナ
ー
、
講

演
会（
要
申
込
み
）
■場
遊
学
館（
山
形
市
）　

■問
山
形
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
チ

ェ
リ
ア
」
☎
０
２
３
‐
６
２
９
‐
７
７
５

１

■他
HP

い
で
は
文
化
記
念
館
羽
黒
山
歴
史
探
訪

羽
黒
山
と
荘
内
藩
の
増
川
山
境
界
を
た
ず
ね
る

■日
10
月
８
日
○土
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２

時
（
同
館
集
合
）　

■場
羽
黒
山
周
辺　

■定

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせる
かHP等で確認してください。■費がないものは原則無料です。
■申があるものは事前の申込みが必要です。
■掲載希望の方は…本所総務課☎35‐1117へ
原稿締切日は発行月の前々月25日です。掲載対象は発行月
の４日以降の催し等です。市内で開催され、対象の市民が
多いものを優先。編集の都合上、掲載できない場合があり
ます。掲載が不適当と市が認めるものは掲載できません。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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セ
ッ
ト
の
提
供
（
各
時
間
限
定
50
食
・
各

１
、
０
０
０
円
）
■場
・
■申
産
直
あ
さ
ひ
・

グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

▽
in
大
梵
字

■日
10
月
29
日
○土
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■内
天
ざ
る
そ
ば

・
大
盛
ざ
る
そ
ば
の
提
供
（
限
定
１
５
０

食
・
各
１
、
０
０
０
円
）
■場
・
■問
そ
ば

処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り
（
完
全
予
約
制
）

■日
10
月
29
日
○○○
・
30
日
○○○
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

■場
ま
や
の
や
か
た

■内
越
沢
三

角
そ
ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
（
各
日
限

定
２
５
０
食
。
１
、
３
０
０
円
）、
特
産

品
販
売
等

■申
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐

３
５
４
７

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷
新
そ
ば
ま
つ
り

■日
10
月
30
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

■場
ふ
る
さ
と
む
ら
宝
谷　

■内
新
そ
ば
提
供

（
５
０
０
円
）、
特
産
品
販
売　

■問
同
施
設

☎
57
‐
４
４
１
５
ま
た
は
櫛
引
庁
舎
産
業

建
設
課
☎
57
‐
２
１
１
４
へ

▼「
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
」
新
そ
ば
ま

つ
り

■日
11
月
３
日
○○○
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■内
新

そ
ば
提
供
（
６
０
０
円
）、
特
産
品
販
売

等　
男
性
向
け
婚
活
セ
ミ
ナ
ー　
　

つ
る
お
か
恋
す
る
メ
ン
ズ
塾
！

■日
10
月
22
日
○土
午
後
１
時

■場
市
役
所
本

所
別
棟
２
号
館

■対
庄
内
地
域
在
住
の
独

身
男
性

■内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術

や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
等
の
講
習

■申
申
込
み

保
護
者
同
伴
。
資
料
は
別
途
１
０
０
円

金
峰
少
年
自
然
の
家　
　
　
　
　

エ
ン
ジ
ョ
イ
金
峯
山
登
山

■日
10
月
22
日
○土
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
３

時

■対
県
内
在
住
の
高
校
生
以
上
先
着
20

人

■費
20
円

■持
昼
食
等

■場
・
■申
10
月

20
日
○○○
ま
で
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０
へ

■他
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
書
が
必
要

関
川
し
な
織
ま
つ
り

■日
10
月
22
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・

23
日
○日
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■場
関
川

し
な
織
セ
ン
タ
ー
周
辺

■内
し
な
織
製
品

展
示
・
販
売
、
コ
ー
ス
タ
ー
織
り
体
験
、

糸
作
り
作
業
実
演
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
（
し
な
織
音
頭
、
鶴
岡
中
央
高
校

天
魄
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
）、
地
元
産
農

産
物
販
売

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５

０
２つ

る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

■日
10
月
23
日
○日
〜
12
月
４
日
○日

■場
市
内

協
賛
そ
ば
店

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１

２
９
５

■他
市
HP

▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り

▽
in
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
（
予
約
制
）

■日
10
月
23
日
○○○
・
30
日
○○○
午
前
10
時
30
分

・
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分

■内
ざ
る

そ
ば
・
山
菜
な
め
こ
そ
ば
・
天
ぷ
ら
そ
ば

フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所
地
域
振

興
課
☎
35
‐
１
１
９
１
へ

温
海
嶽
閉
山
祭　
　
　
　
　

紅
葉
ブ
ナ
林
登
山
会

■日
10
月
23
日
○○○
午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３

時
30
分
（
温
海
温
泉
熊
野
神
社
集
合
）

■定
先
着
50
人

■費
１
、
５
０
０
円
（
小
学

生
以
下
無
料
）
■持
昼
食
等

■申
10
月
18

日
○○○
ま
で
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５

４
７
へ

■他
下
山
後
に
芋
煮
の
振
る
舞
い
、

温
泉
入
浴
あ
り

新
そ
ば
食
べ
放
題
付
き

彩
り
の
六
十
里
越
街
道
を
歩
く

■日
10
月
23
日
○○○
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

（
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）
■場
田
麦
俣

↓
細
越
峠
↓
湯
殿
山
本
宮

■定
先
着
25
人

■費
４
、
５
０
０
円

■持
昼
食
等

■申
月
山

あ
さ
ひ
振
興
公
社
☎
53
‐
３
４
１
１

古
本
無
償
譲
渡
会

■日
10
月
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■内
産
業
技
術
短
期
大
学
校
庄
内
校
図
書
館

で
役
目
を
終
え
た
図
書
の
無
償
譲
渡
（
１

人
20
冊
ま
で
）
■場
・
■問
同
校
（
酒
田
市
）

☎
０
２
３
４
‐
31
‐
２
３
０
０

食
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
笹
巻
・
と
ち
も
ち
」食
文
化
の
魅
力
と
可
能
性

■日
10
月
23
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
銀

本
店
ホ
ー
ル　

■定
先
着
２
０
０
人　

■申
グ

ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
本
所
食
文
化
創

物
語

■日
10
月
18
日
○○○
午
後
７
時

▼
皆
既
月
食
と
秋
か
ら
冬
の
星
空
を
楽
し

む

■日
11
月
８
日
○○○
午
後
７
時

▼
共
通

■場
中
央
公
民
館

■内
解
説
、
観

望

■費
小
学
生
以
上
１
０
０
円

■持
懐
中

電
灯

■申
ス
テ
ラ
の
会

■他
中
学
生
以
下

we+によるイメージ図

酒井家庄内入部400年を記念して、鶴岡シルクの特別展を開催します

ファンファーレ 扇の舞 ■問本所商工課課☎35‐1299

■日10月21日○金～11月６日○日午前
９時30分～午後５時30分

■場鶴岡アートフォーラム鶴

■内鶴岡シルクのオリジナルブラン 鶴
ド「kibiso」開発の立役者であ
るテキスタイルデザイナーの須　
藤玲子氏と、本市出身の安藤北

　斗氏が所属するデザインスタジ
　オ「we+」による華やかな扇の
　空間

NUNOとwe+によるテキスタイルインスタレーション

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　
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地
区

■内
自
伐
林
家
に
よ
る
間
伐
等
の
山

の
手
入
れ
講
習
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
操
作

講
習

■持
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
（
お
持
ち
の
方

の
み
）
等

■申
10
月
14
日
○金
ま
で
本
所
農

山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９
８
へ

栃
の
実
・
食
文
化
の
店「
キ
ラ
リ
」

紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
29
日
○○○
・
30
日
○○○
午
前
10
時
〜
午

後
４
時

■場
・
■問
キ
ラ
リ
☎
47
‐
２
５
８

８
講
演
と
朗
読
の
会

▼「
星
々
と
の
対
話
」
‐
詩
人
・
茨
木
の

り
子
の
愛
し
た
星
座
を
〝
星
の
ソ
ム
リ

エ
〞
柴
田
晋
平
が
語
る
‐

■日
10
月
30
日

○日
午
後
１
時
30
分

■場
加
茂
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
防
災
セ
ン
タ
ー

■
朗
読

茨
木
の
り

子
六
月
の
会
、林
裕
子
氏
（
ハ
ー
プ
奏
者
）

■費
１
、
０
０
０
円

庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
御
膳
２
０
２
２

■日
11
月
３
日
○○○
〜
12
月
４
日
○○○
午
前
11
時

〜
午
後
４
時
30
分

■内
新
そ
ば
御
膳
（
各

日
限
定
20
食
）
の
提
供

■費
１
、５
０
０

円
（
当
日
は
１
０
０
円
増
し
）
■場
・
■申

そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１
３

改
訂
版
つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
発
刊
記
念
料
理
教
室　
　
　
　
　

食
も
歴
史
も
味
わ
お
う

■日
10
月
31
日
○月
午
前
10
時
15
分

■場
王
祇

会
館

■定
14
人

■内
当
屋
豆
腐
、
き
り
あ

え
、
お
煮
し
め
な
ど
の
王
祇
祭
で
出
さ
れ

る
料
理

■師
黒
川
能
保
存
会

■費
１
、
０

０
０
円

■申
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は

鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協

議
会
☎
35
‐
１
１
８
５
へ

つ
る
お
か
森
の
時
間　
　
　
　

陣
峰
の
森
と
最
上
川
舟
下
り

■日
11
月
3
日
○○○
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
30

分

■場
陣
峰
の
森
（
新
庄
市
）、
最
上
川

（
戸
沢
村
）
■定
20
人　

■内
森
林
散
策
、
最

上
川
舟
下
り　

■費
高
校
生
以
上
…
２
、
０

０
０
円

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円

■申
10
月
12
日
○○○
ま
で
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１

２
４
７
へ

鶴
岡
市
芸
術
祭（
11
月
の
日
程
）

▼「
み
ん
な
の
音
楽
会
」
鶴
岡
放
送
児
童

合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
11
月
３
日
○○○
午

後
２
時

■場
中
央
公
民
館

■費
大
人
…
６

０
０
円

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円

▼
ス
イ
ン
グ
・
ク
レ
イ
ン
ズ
・
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演
奏
会

■日
11
月
３

日
○○○
午
後
６
時
30
分

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円　

中
学
生
、

高
校
生
、
大
学
生
…
１
、
０
０
０
円

▼
荘
内
書
道
展
覧
会

■日
11
月
４
日
○○○
〜

６
日
○○○
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
劇
団
だ
い
こ
ん
座
公
演

■日
11
月
５
日

○○○
午
後
１
時
30
分
・
６
時
30
分

■場
中
央

造
都
市
推
進
課
☎
35
‐
１
１
８

５
へク

ラ
フ
ト
出
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
！　
　
　
　
　

赤
川
さ
く
ら
マ
ル
シ
ェ

■日
10
月
23
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■場
赤
川
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
駐
車
場

■内
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
・
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
フ
ト
出

店
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
体
験
、
薪ま

き

割
り

体
験
等

■他
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク鶴

岡
市
木
質
バ
イ
オ
マ
ス　

熱
導
入
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■日
10
月
28
日
○○○
午
後
２
時

■場
出
羽
庄
内

国
際
村

■内
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
役
割
と
熱
利

用
ボ
イ
ラ
ー
導
入
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る

講
演

■師
三
浦
秀
一
氏
（
東
北
芸
術
工
科

大
学
建
築
・
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授
）

■申
本
所
農
山
漁
村
振
興
課
☎
35
‐
１
２
９

８
鼠
ヶ
関
港
と
れ
た
て
！
お
魚
市

エ
ビ
・
カ
ニ
祭
り

■日
10
月
29
日
○○○
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２

時

■場
県
漁
協
念
珠
関
支
所
市
場

■内
エ

ビ
汁
・
カ
ニ
汁
販
売

■問
鼠
ヶ
関
地
域
協

議
会
「
蓬
莱
塾
」
☎
44
‐
２
１
１
２

山
の
活
動
体
験
事
業

■日
10
月
29
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
羽
黒

公
民
館

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円

中

学
生
・
高
校
生
…
５
０
０
円

▼
遠
州
流
茶
会

■日
11
月
６
日
○○○
午
前
10

時

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■費
８

０
０
円

▼
写
団
は
ぐ
ろ
会
員
写
真
展

■日
11
月
９

日
○○○
〜
13
日
○○○
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
（
13
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
■場
鶴
岡

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
表
現
舎
刻
一
刻
「
劇
・
平
和
を
語
り
継

ぐ
」
■日
11
月
12
日
○○○
午
後
６
時
30
分
、

13
日
○○○
午
後
１
時
30
分

■場
中
央
公
民
館　

■費
１
、
５
０
０
円
（
学
生
無
料
）　

▼
宝
生
流
・
観
世
流
合
同
謡
曲
大
会

■日

11
月
13
日
○○○
午
前
10
時

■場
東
田
川
文
化

記
念
館

▼
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
チ
コ
ー
ニ
ア
公
演

■日
11
月
13
日
○○○
午
後
２
時

■場
佳
興
堂

■費
１
、
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

▼
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
２
２

■日
11
月
23
日
○○○
午
前
10
時

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

■日
11
月

27
日
○○○
午
後
２
時

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

■費
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

▼
共
通

■問
鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
事
務

局
☎
57
‐
２
０
０
８

■他
HP

や
ま
が
た
百
名
山　
　
　
　
　

藤
倉
山
閉
山
祭
登
山

■日
11
月
６
日
○○○
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
（
水
無
神
社
前
集
合
。
集
合
場
所

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
午
前
８
時
10
分

に
三
瀬
駅
集
合
）
■費
１
、０
０
０
円
（
小

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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学
生
以
下
無
料
）
■持
昼
食
等

■問
藤
倉

山
ブ
ナ
林
保
存
会

ド
ン
グ
リ
植
樹
や
、
た
め
池
周
辺
を
散
策
し
ま
す　
　
　
　
　

熊
野
長
峰
秋
の
森
づ
く
り
活
動

■日
11
月
６
日
○○○
午
前
９
時

■場
上
郷
地
区

■師
菊
池
俊
一
氏
（
山
大
農
学
部
准
教
授
）

■申
10
月
21
日
○○○
ま
で
本
所
農
山
漁
村
振
興

課
☎
35
‐
１
２
９
８
へ

■他
荒
天
時
は
屋

内
活
動

わ
く
わ
く
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■日
11
月
８
日
○○○
午
後
６
時
30
分

■場
金
峰

少
年
自
然
の
家

■定
先
着
40
人

■内
皆
既

月
食
を
楽
し
も
う
！

■申
10
月
８
日
○火
か

ら
HP
ま
た
は
同
館
☎
24
‐
２
４
０
０
へ

■他
悪
天
候
時
は
屋
内
で
ク
ラ
フ
ト
作
り

（
■費
80
円
）

鶴
岡
市
地
域
支
え
合
い
活
動
研
修
会

「
住
み
続
け
た
い
そ
ん
な
想
い
を
か
た
ち
に
」

■日
11
月
9
日
○○○
午
後
１
時
30
分

■場
本
会

場
…
出
羽
庄
内
国
際
村

オ
ン
ラ
イ
ン
会

場
…
市
役
所
温
海
庁
舎

■定
本
会
場
…
先

着
１
５
０
人

オ
ン
ラ
イ
ン
会
場
…
先
着

45
人

■内
基
調
講
演
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
」
武
田
真
理

子
氏
（
公
益
大
大
学
院
教
授
）、
活
動
発

表
「
こ
れ
か
ら
の
自
分
た
ち
の
た
め
に
」

阿
部
麻
知
子
氏
（
浜
っ
こ
マ
ル
シ
ェ
代

表
）、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■申

10
月
28
日
○○○
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推

進
室
☎
35
‐
１
２
５
１
へ

熟
睡
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム

■日
11
月
11
日
○○○
午
後
４
時
30
分
・
７
時
、

11
月
12
日
○○○
午
後
２
時
・
４
時

■対
中
学

生
以
上
各
回
先
着
45
人

■内
音
楽
を
聴
き

な
が
ら
星
空
を
眺
め
、
快
眠
へ
と
誘
う
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

■費
高
校
生
以
上
…
２
０

０
円

中
学
生
…
１
０
０
円

■場
・
■申
10

月
31
日
○○○
か
ら
各
回
前
日
ま
で
中
央
公
民

館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

開
館
40
周
年
記
念
講
演
会　
　
　
　
　

▼「W
om
en Be Am

bitious!

〜
女
性

よ
、
大
志
を
い
だ
こ
う
！
〜
」

■日
11
月
27
日
○日
午
後
２
時　

■場
中
央
公
民

館　

■定
先
着
４
０
０
人　

■師
坂
東
眞
理
子

氏
（
昭
和
女
子
大
学
理
事
長
）　

■申
10
月

12
日
○○○
〜
11
月
11
日
○○○
に
グ
ー
グ
ル
フ
ォ

ー
ム
、
同
館
女
性
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３

４
０
ま
た
は
同
館
☎
25
‐
１
０

５
０
へ

「
鶴
岡
食
文
化
ロ
ゴ
」シ
ー
ル
を

販
売
し
ま
す

■内
鶴
岡
食
文
化
ロ
ゴ
の
普
及
の
た
め
、
市

内
事
業
者
を
対
象
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
、
農
林
水
産
物
、
加
工
食
品
等
の
商

品
に
貼
る
「
鶴
岡
食
文
化
ロ
ゴ
」
シ
ー
ル

を
販
売

■場
・
■問
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市

推
進
協
議
会
☎
35
‐
１
１
８
５

■他
販
売

条
件
等
詳
し
く
は
HP

      

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会

幼
児
＆
学
童
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

■日
次
の
①
〜
③
の
内
の
い
ず
れ
か
（
週
２

回
）
①
月
曜
・
木
曜
日

②
火
曜
・
金

曜
日

③
水
曜
・
土
曜
日

■場
市
民
プ
ー

ル

■対
３
歳
〜
小
学
生

■費
月
額
４
、９

５
０
円
（
別
途
年
会
費
２
、２
０
０
円
）

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４

■他
HP

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
10
月
５
日
○○○
・
21
日
○○○
、
11
月
２
日
○○○

・
18
日
○○○
午
後
７
時

■対
高
校
生
以
上

■費
３
１
０
円

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64

‐
２
１
４
３

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　
　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

会
員
募
集

▼
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ス
ポ
ー
ツ
（
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
）

■日
金
曜
日
午
前
10
時

■場
小
真
木
原
総
合

体
育
館

■費
年
払
い
１
万
５
、
０
０
０
円

（
月
払
い
２
、
０
０
０
円
、
別
途
登
録
費
２
、

０
０
０
円
）

▼
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
（
硬
式
）
■日
土
曜

日
午
後
３
時

■場
Ｊ
Ａ
鶴
岡
だ
だ
ち
ゃ
ア

リ
ー
ナ
等

■対
小
学
２
年
生
以
上

■費
月

払
い
２
、
０
０
０
円
（
別
途
登
録
費
１
、

０
０
０
円
）

▼
共
通

■申
同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■他
無
料
体
験
あ
り

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
10
月
14
日
○○○
午
前
10
時

■場
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
■内
ミ
ニ

講
話
「
家
庭
で
の
介
助
の
基
本
を
学
ぼ

う
」、
交
流
会

■申
10
月
７
日
○○○
ま
で
ぼ

ら
ん
た
す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１

３
１
）
■日
10
月
17
日
○○○
、
11
月
14
日
○○○

午
後
７
時
、
10
月
29
日
○○○
、
11
月
26
日
○○○

午
前
10
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）

■日
10
月
、
11
月
の
毎
週
２
回
午
後
２
時
・

７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）

■日
10
月
13
日
○木
、
11
月
10
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）
■日
10
月
18
日
○火
午
後
２
時
30

分
、
11
月
15
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通

■対
中
学
生
以
上

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

南
庄
内
の
水
が
め
紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山
湖
へ

■日
10
月
22
日
○土
午
前
８
時
30
分
（
市
役
所

本
所
出
発
。
全
員
バ
ス
利
用
）
■場
田
麦

俣
↓
一
枚
畑
林
道
↓
弘
法
物
見
橋
↓
月
山

ダ
ム
管
理
所
（
７
㎞
）
■定
50
人

■費
大

人
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　



22

０
０
円

■申
10
月
11
日
○火
〜
17
日
○月
に
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

稲
穂
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
結
成
50
周
年
記
念

２
人
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

■日
10
月
22
日
○○○
午
後
０
時
45
分

■場
東東
京

第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡　

■定
先
着
１
０
０
人

■
テ
ー
マ

子
供
た
ち
が
楽
し
く
ス
ポ
ー

ツ
す
る
環
境
を
作
ろ
う
‐
部
活
動
も
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
も
変
わ
る
‐

■
ゲ
ス
ト

古
賀
香
正
氏
（
元
日
本
体
育
協
会
事
務
局

次
長
）、
宮
嶋
泰
子
氏
（
ス
ポ
ー
ツ
文
化

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
■申
10
月
12
日
○水
ま

で
ス
ポ
ー
ツ
課
内
「
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
」
事
務
局
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

若
年
性
認
知
症
カ
フ
ェ
・

個
別
相
談
会　
　
　

■日
10
月
24
日
○○○

■時
①
午
前
10
時　

②
午

後
１
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
お
お
む
ね

60
代
ま
で
の
若
年
性
認
知
症
の
方
と
そ
の

家
族

■内
①
交
流
と
相
談　

②
個
別
相
談　

■師
県
若
年
性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー　

■申
10
月
17
日
○月
ま
で
本
所
長
寿
介

護
課
☎
29
‐
４
１
８
０
へ

鶴
岡
弓
友
会　
　
　
　
　
　

弓
道
体
験
教
室

■日
10
月
28
日
○金
〜
11
月
22
日
○火
の
毎
週
火

曜
・
金
曜
日
午
後
７
時

■場
朝
暘
武
道
館

■費
３
、
０
０
０
円

■問
10
月
23
日
○○○
ま
で

同
会
事
務
局

総
合
体
育
館

■師
藤
野
恵
美
氏

■費
大
人

…
５
０
０
円

中
学
生
以
下
…
１
０
０
円

■申
11
月
11
日
○○○
ま
で
鶴
岡
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

協
会
へ

減
塩
・
ベ
ジ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

県
で
は
、
減
塩
（
マ
イ
ナ
ス
３
ｇ
）
と

野
菜
摂
取
増
（
プ
ラ
ス
小
鉢
１
皿
）
に
取

り
組
む
「
減
塩
・
ベ
ジ
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
毎
月
19
日

の
「
減
塩
・
野
菜
の
日
」
を
含
む
週
に
は
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
、
減
塩
商
品

等
を
販
売
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
す

る
な
ど
、
健
康
的
な
食
生
活
の
普
及
・
定

着
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
こ
の

機
会
に
食
生
活
を
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

■問
山
形
県
が
ん
対
策
・

健
康
長
寿
日
本
一
推
進

課
☎
０
２
３
‐
６
３
０

‐
２
９
１
９

鶴
岡
市
応
援
デ
ー

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
Ｖ
Ｓ
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

■日
10
月
9
日
○日
午

後
２
時

■場
Ｎ
Ｄ

ソ
フ
ト
ス
タ
ジ
ア

ム
（
天
童
市
）

■内
市
内
に
在
住
ま

た
は
勤
務
の
方
限

定
の
特
別
な
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
を
販
売

鶴
岡
市
民
親
善
駅
伝
大
会

■日
10
月
30
日
○○○
午
前
９
時

■
コ
ー
ス

小
真
木
原
公
園
内
周
回

■問
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
25
‐
８
１
３
１

■他
当
日
は
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
使
用
を
制
限
す
る
場
合

あ
り
。
観
戦
応
援
は
控
え
て
く
だ
さ
い

鶴
岡
山
岳
会　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

■日
11
月
３
日
○○○
午
後
１
時

■場
藤
島
体
育

館

■対
小
・
中
学
生

■申
10
月
27
日
○○○
ま

で
合
気
道　

無
料
体
験
講
習
会

■日
11
月
８
日
○○○
午
後
７
時

■場
朝
暘
武
道

館　

■対
小
学
生
以
上　

■問
合
気
道
鶴
岡
道

場
２
本
の
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
全
身
運
動

水
中
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■日
11
月
19
日
○土
午
前
10
時
45
分

■場
ス
パ

ー
ル

■定
先
着
25
人

■内
水
深
１
・
２
ｍ

の
プ
ー
ル
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■費
５
０
０

円

■持
水
着
等

■申
11
月
11
日
○○○
ま
で
ス

ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
㏌ 
鶴
岡

■日
11
月
20
日
○日
午
前
10
時

■場
小
真
木
原

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
市

HP
あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

■日
10
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
11
月
9
日

・
16
日
・
30
日
の
水
曜
日
午
後
７
時
30
分

■師
鶴
岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

■費
１
、
２

０
０
円
（
月
払
い
）、
５
０
０
円
（
１
回

払
い
）
ク
ラ
ブ
会
員
…
３
０
０
円
（
１

回
払
い
）
■場
・
■申
同
ク
ラ
ブ
☎
53
‐
３

３
０
２

S
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ
in
鶴
岡

▼
あ
そ
ビ
バ
！

■対
年
長
〜
小
学
３
年
生

と
そ
の
保
護
者

■内
親
子
参
加
型
の
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム

▼
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

■対
小
学
４
年

〜
６
年
生

■内
元
日
本
代
表
な
ど
の
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
講
師
と
し
た
４
種
類
の

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
の
体
験

▼
共
通

■日
10
月
23
日
○日
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
30
分

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
市

HP
子
ど
も
夢
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
鶴
岡

▼
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
（
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
）
■時
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時
30
分

▼
ボ
ッ
チ
ャ
体
験

■時
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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こ
♥

ふ
る

▼
あ
そ
び
の
広
場

■日
11
月
15
日
○○○

■時

①
午
前
９
時
45
分

②
午
前
11
時　

■場
出

羽
庄
内
国
際
村　

■対
①
３
か
月
か
ら
１
歳

ま
で
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
25
組

②
１

歳
以
上
の
幼
児
と
そ
の
保
護
者
15
組

■内

①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ　

②
チ
ャ
イ
ル
ド

ヨ
ガ　

■師
上
野
和
佳
氏　

■申
10
月
21
日
○金

〜
11
月
４
日
○金

▼
共
通

■問
同
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
25
‐
２
７
４
１

ま
ん
ま
ル
ー
ム
10
月
の
講
座

■日
10
月
20
日
○○○
午
前
10
時
30
分

■対
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者
10
組　

■内
親
子
で
や
ろ

う
！
乳
児
期
か
ら
の
虫
歯
予
防　

■師
和
田

瑞
可
氏
（
歯
科
医
師
）　

■場
・
■申
10
月
３

日
○○○
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
10
月
22
日
○○○
午
前
10
時
・
11
時

■対
幼

児
〜
小
学
校
低
学
年
の
子
供
と
そ
の
保
護

者
各
回
先
着
15
人

■内
ス
タ
ン
プ
で
バ
ッ

グ
作
り

■費
１
０
０
円

■場
・
■申
10
月
10

日
○○○
〜
21
日
○○○
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

へ
講
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
ま
す

鶴
岡
市
地
域
子
育
て
推
進
講
演
会

■日
10
月
30
日
○日
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
①
会
場
…
70
人　

②
オ
ン
ラ
イ
ン
…
50
人

■内「
子
ど
も
と

▼
共
通

■日
10
月
23
日
○日

■場
小
真
木
原

公
園

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

■他
市
HP

      
子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
10
月
５
日
・
12
日
・
19
日
・
26
日
、
11

月
２
日
・
９
日
・
16
日
・
30
日
の
水
曜
日

午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
市
内
在

住
の
授
乳
期
の
母
親

■持
母
子
健
康
手
帳
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な
も
の
（
授

乳
用
品
、
オ
ム
ツ
等
）
■申
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１
５
７

図
書
館
こ
ど
も
お
は
な
し
会

■日
毎
週
水
曜
日
…
午
後
４
時

毎
週
土
曜

日
…
午
後
３
時

毎
月
第
２
日
曜
日
・
第

４
水
曜
日
（
乳
幼
児
向
け
）
…
午
前
11
時

■対
幼
児
〜
小
学
生

■内
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
、
昔
話
、
手
遊
び
等

■場
・

■問
図
書
館
本
館
☎
25
‐
２
５
２
５

子
ど
も
の
本
・
学
び
の
会　

特
別
講
座

絵
本
作
家
浜
田
桂
子
さ
ん
の
講
演
会

■日
10
月
10
日
○月
午
後
１
時
30
分　

■場
勤
労

者
会
館　

■内
へ
い
わ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

〜
子
ど
も
と
語
り
合
う
戦
争
、
平
和
、
命

〜

■費
大
人
…
１
、
０
０
０
円
（
当
日
は

２
０
０
円
増
し
）
高
校
生
・
大
学
生
…

５
０
０
円

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日
①
10
月
13

日
○木
午
前
10
時

②
11
月
16
日
○水
午
前
10

時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
未
就
園
児
（
①

令
和
４
年
４
月
〜
６
月
生
ま
れ

②
４
年

５
月
〜
７
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、

初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
各
日
25
組

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳

氏
）
②
触
れ
合
い
遊
び

■持
バ
ス
タ
オ

ル

■申
①
10
月
７
日
○金
ま
で

②
10
月
28

日
○金
〜
11
月
11
日
○金

▼
保
護
者
療
育
研
修
会

■日
10
月
14
日
○○○

午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
発

達
に
心
配
が
あ
る
、
ま
た
は
発
達
障
害
の

診
断
を
受
け
て
い
る
未
就
学
児
の
保
護
者

■内
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
山
形
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て

■師
齋
藤
夕
子
氏
・

田
澤
恵
美
氏
（
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
お

ば
）

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日
①
10
月
24
日
○○○

午
前
10
時

②
11
月
28
日
○○○
午
前
10
時

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
未
就
園
児
（
①
令
和

３
年
10
月
〜
４
年
３
月
生
ま
れ

②
３
年

11
月
〜
４
年
４
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者
各
日
25
組

■内
①
３
Ｂ
体
操
（
■師
五
十

嵐
き
み
子
氏
等
）
②
歯
の
お
話
（
■師
歯

科
医
師
）
■持
バ
ス
タ
オ
ル

■申
①
10
月

５
日
○○○
〜
19
日
○○○

②
11
月
９
日
○○○
〜
22

日
○○○

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）

■日
11
月
５
日
○土
午
前
９
時
〜
正
午

■場
に

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

ネ
ッ
ト
の
つ
き
あ
い
方
〜
メ
デ
ィ
ア
リ
テ

ラ
シ
ー
を
実
行
す
る
４
つ
の
入
口
〜
」
下

村
健
一
氏
（
白
鴎
大
学
特
任
教
授
）
■申

10
月
21
日
○○○
ま
で

■問
社
会
教
育
課
（
櫛

引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６

■他
申
込
み
等
詳
し
く
は
市
HP

講
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
ま
す

す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
公
開
講
演
会

■日
11
月
12
日
○土
午
前
10
時

■場
出
羽
庄
内

国
際
村

■定
会
場
…
１
０
０
人

オ
ン
ラ

イ
ン
…
80
人

■内「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

‼
子
育
て
の
『
困
っ
た
』
を
『
成
長
』
に

つ
な
げ
る
コ
ツ
」
て
ぃ
先
生
（
保
育
士
）

■申
市
民
の
方
…
10
月
14
日
○金
〜
28
日
○金

市
民
以
外
の
方
…
10
月
31
日

○月
〜
11
月
２
日
○水
に
健
康
課

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
35
‐
０
１

５
７
へ

      

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
展
」
■日
来
年
２
月
13
日
○○○
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
〜
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
」

■日
10
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

▼
自
然
観
察
会
「
カ
モ
の
ね
ぐ
ら
立
ち
観

察
会
」
■日
10
月
15
日
○○○
午
後
３
時
30
分

■定
20
人

■師
太
田
威
氏
（
自
然
写
真
家
）

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　
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■費
５
０
０
円

■申
各
日
２
日
前
ま
で

■他

参
加
者
に
焼
き
芋
進
呈

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
丸
太
切
り
体
験
」

■日
10
月
16
日
○日
午
前
10
時
30
分
、
午
後
１

時▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
消
し
ゴ
ム
ハ
ン
コ

で
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
」
■日
10
月
16
日
○日
午

前
10
時
30
分
、
午
後
１
時

■費
１
枚
50
円

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ

づ
く
り
」
■日
10
月
16
日
○日
午
前
10
時
30

分
、
午
後
１
時

■他
随
時
実
施

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
外
来
生
物
ミ
ニ
ら

ー
め
ん
の
販
売
」
■日
10
月
16
日
○○○
午
前

10
時
30
分

■師
ラ
ー
メ
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
晴

天
の
風

■費
１
杯
６
０
０
円
以
上

■他
限

定
50
食
。
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
り

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
高
館
山
の
歴
史
と

魅
力
」
■日
10
月
29
日
○土
午
後
１
時
30
分

■定
30
人

■師
升
川
繁
敏
氏
（
高
館
山
の
歴

史
と
文
化
を
知
る
会
）、林
田
光
祐
氏
（
山

大
農
学
部
教
授
）、
富
樫
均
氏
（
ほ
と
り

あ
館
長
）
■費
寄
附
制
（
５
０
０
円
以
上
）　

■申
10
月
27
日
○木
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ほ
と
り
あ
ハ
ロ
ウ

ィ
ン
〜
ど
ろ
っ
ぱ
に
な
り
き
っ
て
湿
地
を

ま
わ
ろ
う
」
■日
10
月
30
日
○日
午
前
10
時

30
分
、
午
後
１
時

■定
各
回
10
人　

■費
３

０
０
円　

■他
要
予
約

▼
自
然
観
察
会「
紅
葉
の
庄
内
ア
ル
プ
ス
」

■日
11
月
３
日
○○○
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■定
20
人

■師
中
里
慶
三
氏
（
里
山
案
内
人

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）
■費
寄
附
制（
５

０
０
円
以
上
）
■持
昼
食
等

■申
11
月
2

日
○○○
ま
で

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
体
操
ク
ラ
ブ

■日
10
月
５
日
・
12

日
・
19
日
・
26
日
、
11
月
９
日
・
16
日
・

30
日
の
水
曜
日
午
前
９
時
10
分
・
10
時
40

分

10
月
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
、

11
月
10
日
・
17
日
・
24
日
の
木
曜
日
午
前

10
時

▼
絵
て
が
み

■日
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時

▼
健
康
相
談

■日
10
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０

０
６
６

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
羽
黒
山
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
も
う

■日
10

月
15
日
○○○
午
前
９
時

■定
20
人　

■費
８
０

０
円

■持
昼
食
等　

■申
10
月
12
日
○水
ま
で

▼
秋
の
羽
黒
山
を
ガ
イ
ド
と
ゆ
っ
く
り
ト

レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10
月
19
日
○水
〜
11
月
10

日
○木
の
水
曜
・
木
曜
日
午
前
９
時　

■
ガ

イ
ド

同
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
職
員

▼
晩
秋
の
八
向
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
10

月
22
日
○土
午
前
８
時　

■定
先
着
20
人

■費

１
、
５
０
０
円

■持
昼
食
等

■申
10
月
19

日
○○○
ま
で

▼
晩
秋
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
＆
芋
煮
会

■日
10
月
30
日
○○○
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

■場
月
山
や
す
ら
ぎ
の
森
等　

■定
先
着
20
人

■費
大
人
…
７
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５

０
０
円

■持
昼
食
等

■申
10
月
23
日
○○○
ま

で▼
共
通

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２

１

■他
集
合
場
所
は
同
セ
ン
タ
ー
。
悪
天

候
時
は
中
止

創
造
の
森
交
流
館

▼
麻
雀
笑
楽
交

■日
10
月
５
日
○水
・
12
日

○水
・
19
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

30
分

▼
数
独
教
室

■日
10
月
７
日
○金
・
14
日
○金

・
21
日
○金
・
28
日
○金
午
前
９
時
30
分
〜
正

午▼
自
生
ア
ケ
ビ
つ
る
で
花
器
作
り

■日
10

月
29
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

■定
15
人

■内
野
生
の
ア
ケ
ビ
の
つ
る
を
使

っ
た
乱
れ
編
み
の
花
器
作
り　

■費
３
０
０

円　

■持
昼
食
等

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

出
羽
庄
内
国
際
村

▼
旅
す
る
国
際
村
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
〜

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
編

■日
10
月
16
日
○日
午
前

11
時

■定
40
人

■内
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を

使
っ
た
ツ
ア
ー

■
ガ
イ
ド

チ
ン
・
イ

ー
ジ
ア
氏
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
）
■費

１
ア
カ
ウ
ン
ト
１
、
０
０
０
円
（
複
数
人

で
の
参
加
可
）

▼
せ
か
い
の
台
所

ボ
リ
ビ
ア
料
理
〜
サ

ン
チ
ェ
ス
さ
ん
の
台
所
〜

■日
10
月
30
日

○日
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■場
同
館

■定

10
人

■師
フ
ロ
レ
ン
シ
オ
・
サ
ン
チ
ェ
ス

・
セ
バ
ジ
ョ
ス
氏
（
ボ
リ
ビ
ア
出
身
）

■費
１
、
５
０
０
円

■申
10
月
９
日
○日
か
ら

▼
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
in
庄
内

■日
11
月
６
日
○○○
午
前
10
時

■場
同
館　

■内

庄
内
在
住
外
国
出
身
者
に
よ
る
発
表

■他

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Z
ｏ
ｏ
ｍ
）
同
時
配
信
あ

り▼
共
通

■問
同
館
☎
25
‐
３
６
０
０

南
部
児
童
館　

み
な
っ
く
る

▼
お
は
な
し
会

■日
10
月
19
日
○○○
、
11
月

２
日
○○○
午
前
11
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
「
フ
ォ
ト
ア

ー
ト
〝
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
〞」
■日
10
月
21
日
○○○

午
前
10
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
先

着
10
組

■内
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
背
景
で
写
真
撮
影
と
身
体
測
定

■持
バ

ス
タ
オ
ル
等　

■他
要
申
込
み

▼
み
な
っ
く
る
で
ふ
れ
あ
お
う
！

■日
11

月
４
日
○○○
午
前
10
時
・
11
時
、
午
後
１
時

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
各
回
５
組

■内

親
子
で
触
れ
合
い
遊
び

▼
共
通

■場
・
■問
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

      

講
座
・
講
習
会

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
中
小
企
業
の
小
さ
く
始
め
る
Ｄ
Ｘ
推
進
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セ
ミ
ナ
ー
〜
「kintone

」
の
基
本
機
能

を
マ
ス
タ
ー

■日
10
月
７
日
○○○
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
30
分

■定
10
人　

■内
業
務
構

築
ア
プ
リ
「kintone

」
の
基
本
機
能
を

習
得

■費
４
、
０
０
０
円

▼
職
業
能
力
開
発
講
座

▽
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
研
修

■日
10
月
20

日
○○○
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分

■費
６
、

０
０
０
円

▽
改
善
魂
の
あ
る
職
場
づ
く
り
研
修

■日

10
月
25
日
○火
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

30
分

■費
６
、
０
０
０
円

▽
機
械
保
全
技
能
検
定
準
備
講
座
（
全
３

回
）
■日
10
月
28
日
○金
・
29
日
○土
、
12
月

３
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■費
８
、
０
０
０
円

▽
共
通

■定
20
人

▼
生
産
性
向
上
・
品
質
向
上
の
ヒ
ン
ト
を

探
る
〜
私
の
か
い
ぜ
ん
発
表
会
Ｗ
ｅ
ｂ
開

催
〜

■
公
開
期
間

11
月
８
日
○○○
〜
28

日
○○○

■内
庄
内
地
域
の
企
業
６
社
の
業
務

改
善
事
例
を
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
配
信　

■申

11
月
1
日
○火
ま
で

▼
共
通

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
２
２
０
０

■他
HP

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

10
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
教
室

■日
10

月
８
日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
基
礎
か
ら
学
ぶ
日
本
料
理
わ
た
な
べ
の

楽
し
い
日
本
料
理
教
室

■日
10
月
15
日
○土

午
前
10
時

■費
３
、
０
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

■日
10
月
16
日
○日
午
後
１

時
30
分

■費
２
、
５
０
０
円

▼
新
米
お
に
ぎ
り
と
い
も
こ
ぼ
た
餅
（
お

汁
）
作
り

■日
10
月
22
日
○土
午
前
10
時

■費
１
、
８
０
０
円

▼
集
ま
れ
多
肉
植
物
好
き
女
子

初
め
て

の
寄
せ
植
え
教
室

■日
10
月
23
日
○○○
午
後

１
時
30
分

■費
１
、
８
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
同
市
場
☎
64
‐
３
０
９

３
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
写
機
操
作
講
習
会　
　
　

あ
な
た
も
映
写
技
師
！

■日
10
月
16
日
○○○
午
後
１
時
30
分

■対
市
内

に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着
８
人　

■師

佐
藤
康
治
氏
（
中
央

公
民
館
社
会
教
育
部

会
委
員
）　

■場
・
■申

10
月
６
日
○木
か
ら
同

館
☎
25
‐
１
０
５
０

へ
酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念　
　
　

歴
史
講
座

■日
①
10
月
22
日
○土

②
11
月
５
日
○土

■時

午
後
１
時
30
分

■場
出
羽
庄
内
国
際
村

■定
各
回
１
５
０
人　

■内
①「
近
世
初
期
の

御
家
騒
動
〜
最
上
家
と
加
藤
家
の
改
易

〜
」
福
田
千
鶴
氏
（
九
州
大
学
基
幹
教
育

院
教
授
）　

②「
江
戸
勤
番
藩
士
の
実
態

（
仮
題
）」
岩
淵
令
治
氏
（
学
習
院
女
子
大

学
国
際
文
化
交
流
学
部
教
授
）　

■申
社
会

教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
８

ま
た
は
郷
土
資
料
館
☎
25
‐
５
０
１
４
へ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
短
期
講
座
「
つ
る
お
か
お
う
ち
御
膳
料

理
教
室
〜
温
海
地
域
」
■日
10
月
27
日
○○○

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

■対
市
内
、
三
川

町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先

着
15
人

■師
鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
温
海
地
域　

▼
男
性
料
理
教
室
「
自
分
で
作
る
お
手
軽

中
華
料
理
」
■日
11
月
11
日
○○○
午
前
10
時

〜
午
後
１
時

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内

町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
男
性
先
着
15
人

■師
宮
崎
幸
也
氏
（
東
京
第
一
ホ
テ
ル
鶴
岡

調
理
部
中
華
料
理
）

▼
共
通

■費
１
、
５
５
０
円　

■場
・
■申
10

月
６
日
○木
〜
19
日
○水
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24

‐
２
３
４
０
へ

中
央
公
民
館　

秋
季
講
座

▼
即
実
践
！
簡
単
ス
マ
ホ
写
真
講
座
〜
す

ぐ
に
使
え
る
技
術
で
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
写

真
に
〜
（
全
２
回
）
■日
・
■場
・
■内
10
月

28
日
○金
午
前
９
時
…
羽
黒
地
域
・
現
地
研

修　

11
月
４
日
○金
午
前
10
時
…
同
館
・
座

学　

■対
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

先
着
15
人　

■師
千
田
技
氏
（
フ
ォ
ト
グ
ラ

フ
ァ
ー
）　

■費
１
、
２
０
０
円

▼
つ
る
お
か
歴
史
散
歩
〜
地
図
で
歴
史
を

た
ど
る
〜
（
全
３
回
）
■日
11
月
10
日
○○○

・
17
日
○○○
・
24
日
○○○
午
前
10
時

■場
同
館

■定
先
着
20
人

■師
大
川
雄
三
氏
（
元
山
形

県
文
化
財
保
護
指
導
委
員
）
■費
１
、
６

５
０
円

▼
手
作
り
木
版
画
で
年
賀
状
を
作
ろ
う

よ
！
（
３
日
間
）
■日
11
月
16
日
○○○
〜
18

日
○○○
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■定
10

人　

■師
庄
内
木
版
画
会
会
員　

■費
８
０
０

円　

■他
都
合
の
良
い
日
時
で
受
講
可

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の

方

■申
10
月
６
日
○○○
〜
19
日
○○○
に
同
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

講
座

▼
庄
内
刺
し
子
の
ま
る
い
巾
着
袋
づ
く
り

（
全
３
回
）
■日
11
月
４
日
○○○
・
18
日
○○○
、

12
月
２
日
○○○
午
後
１
時
30
分

■対
高
校
生

以
上
先
着
12
人　

■内
庄
内
刺
し
子
２
種
類

（
銭
刺
し
、
十
字
花
つ
な
ぎ
）
を
学
び
、

巾
着
袋
を
制
作　

■師
さ
と
う
恵
美
氏
（
庄

内
刺
し
子
の
店
主
宰
）　

■費
３
、
０
０
０

円　

■持
裁
縫
道
具　

■申
10
月
４
日
○火
〜
27

日
○木

年
（
全
３
回
）
■日
11
月
16
日
○○○
・
30
日

○○○
、
12
月
７
日
○○○
午
後
７
時

■定
先
着
12

人

■内
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
ウ
サ
ギ
の
置

物
を
大
小
２
体
制
作

■師
太
田
金
子
氏

（
陶
芸
家
）
■費
２
、
５
０
０
円

■申
10
月

４
日
○○○
〜
11
月
６
日
○○○

■他
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

　

10
月
以
降
、
市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　
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常
受
付
…
12
月
１
日
○木
か
ら
先
着
順

▼
再
来
年
１
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来

年
７
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用

■日
先
行
受

付
（
利
用
調
整
会
議
）
…
12
月
15
日
○木

通
常
受
付
…
来
年
１
月
４
日
○水
か
ら
先
着

順▼
来
年
２
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議

室
等
利
用

■日
11
月
１
日
○火
か
ら
先
着
順

▼
来
年
３
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議

室
等
利
用

■日
12
月
１
日
○木
か
ら
先
着
順

▼
来
年
４
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議

室
等
利
用

■日
来
年
1
月
４
日
○水
か
ら
先

着
順

▼
共
通

■対
先
行
受
付
…
市
内
団
体
等
が

行
う
芸
術
文
化
事
業
等
。
利
用
調
整
会
議

（
■時
午
後
６
時
30
分

■場
同
館
）
に
要
出

席

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８

■他
空
き

状
況
は
同
館
HP

朝
日
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

■
応
募
規
定

カ
ラ

ー
・
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ

ン
ト
（
四
つ
切
り
・

ワ
イ
ド
四
つ
切
り
）

■
応
募

作
品
の
題

名
、
撮
影
場
所
、
撮

影
日
、
住
所
、
氏
名

等
必
要
事
項
を
応
募
票
に
記
入
の
上
、
市

内
で
撮
影
し
た
作
品
は
市
役
所
朝
日
庁

舎
、
新
潟
県
村
上
市
内
で
撮
影
し
た
作
品

は
新
潟
県
村
上
市
朝
日
支
所
へ

■申
11
月

30
日
○○○
ま
で

■問
朝
日
庁
舎
総
務
企
画
課

内
「
朝
日
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ン
利
用
促
進
協

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

ン
タ
ー
等
に
て
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
に
不
安
が
あ

る
方
な
ど
を
対
象
と
し
た
、
基
本
操
作
を

楽
し
く
体
験
で
き
る
教
室
で
す
。
携
帯
シ

ョ
ッ
プ
で
ス
マ
ホ
教
室
を
行
っ
て
い
る
方

を
講
師
と
し
て
招
い
て
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■場
市
内
に
あ
る
12
か
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等
（
第
三
学
区
、
第
四
学
区
、

第
六
学
区
、
斎
地
区
、
京
田
地
区
、
上
郷

地
区
、
由
良
地
区
、
西
郷
地
区
、
八
栄
島

地
区
、
泉
地
区
、
広
瀬
地
区
、
羽
黒
第
四

地
区
）
■定
各
講
座
８
人

■申
各
開
催
会

場

■問
本
所
情
報
企
画
課
☎
35

‐
１
１
９
３

■他
市
HP

消
防
設
備
士
試
験

■日
11
月
26
日
○○○

■場
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山

形
（
山
形
市
）
■申
電
子
…
10
月
８
日
○○○

〜
17
日
○○○

書
面
…
10
月
11
日
○○○
〜
20
日

○○○

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県

支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
各

分
署
に
設
置
。
HP

甲
乙
同
時
防
火
管
理
講
習

■日
12
月
７
日
○○○
・
８
日
○○○
（
乙
種
は
７
日

の
み
）
午
前
９
時
45
分

■場
酒
田
勤
労
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
酒
田
市
）
■定
1
０
０

人

■申
10
月
19
日
○○○
〜
10
月
26
日
○○○
に
日

本
防
火
・
防
災
協
会
☎
03
‐
６
２
６
３
‐

９
９
０
３
へ

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
各
分
署
に
設
置
。
HP

    

募
集

県
営
住
宅
10
月
募
集

■
募
集
住
宅

茅
原
１
号
〜
３
号
…
各
１

戸

美
原
１
号
、
東
部
３
号
、
末
広
３
号

…
各
２
戸

城
南
１
号
…
４
戸

■申
10
月

３
日
○月
〜
７
日
○金
に
県
営
住
宅
指
定
管
理

者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２
１
０
へ

■他

抽
せ
ん
会
は
10
月
17
日
○月
。
入
居
時
期
は

12
月
上
旬

温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

３
代
目
歌
う
ま
王
決
定
戦
出
場
者
募
集

■日
11
月
27
日
○日
午
後
１
時　

■場
同
セ
ン
タ

ー　

■定
20
組　

■内
採
点

機
能
付
き
の
カ
ラ
オ
ケ

機
器
で
採
点　

■申
10
月

14
日
○金
ま
で
温
海
生
涯

学
習
振
興
会
☎
43
‐
４

４
１
１
へ

■他
HP

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡

貸
館
の
受
付

▼
来
年
11
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来
年

５
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
10
月
15
日
○土

通

常
受
付
…
11
月
１
日
○火
か
ら
先
着
順

▼
来
年
12
月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用
、
来
年

６
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）
…
11
月
15
日
○火

通

議
会
」
事
務
局
☎
53
‐
２
１
１
２

     

相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・　
　
　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
10
月
７
日
・
14
日
・
21
日
・
28
日
、
11

月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、
12
月
２

日
の
金
曜
日
午
後
１
時
15
分
・
２
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る

■定
各
日
２
人

■内
こ
こ

ろ
の
健
康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、

気
分
が
沈
ん
で
元
気
が
な
い
等

若
者
ひ

き
こ
も
り
相
談
（
■対
40
歳
未
満
の
方
と
そ

の
家
族
）
…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か

ら
出
な
い
等

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
６

労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

■日
10
月
９
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■場
出
羽
庄
内
国
際
村

■対
県
内
の
労
働
者

及
び
事
業
主
等

■申
10
月
７
日
○金
ま
で
HP

内
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
山
形
県
労
働

委
員
会
事
務
局
☎
０
２
３
‐
６

６
６
‐
７
７
８
４
へ

10
月
17
日
〜
23
日
は　
　
　
　

行
政
相
談
週
間
で
す
！

行
政
相
談
で
は
、
行
政
の
仕
事
や
サ
ー

ビ
ス
、各
種
手
続
き
に
関
す
る
困
り
ご
と
・

苦
情
、
意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
国
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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29
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
市
民
課
☎
35
‐
１
１
９
４

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
10
月
22
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た

は
勤
務
の
方
先
着
８
人

■場
・
■申
10
月
21

日
○○○
ま
で
東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22

‐
３
１
４
７
へ

調
停
手
続
相
談

■日
10
月
22
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４

時　

■場
勤
労
者
会
館　

■内
交
通
事
故
、
金

銭
、
土
地
建
物
、
家
庭
の
問
題
等
へ
の
調

停
委
員
に
よ
る
相
談　

■問
鶴
岡
調
停
協
会

☎
23
‐
６
６
６
６

専
門
家
９
士
業
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

■日
10
月
23
日
○○○
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

■場
マ
リ
カ
東
館　

■内
暮
ら
し
に
関
わ
る
相

談

■申
10
月
３
日
○月
〜
21
日
○金
に
☎
０
５

０
‐
２
０
１
８
‐
６
４
５
８
（
予
約
専
用

電
話
）
へ

■問
山
形
県
税
理
士
会
館
☎
０

２
３
‐
６
３
２
‐
４
２
４
４

起
業
・
ビ
ジ
ネ
ス
夜
間
相
談
会

■日
10
月
25
日
○○○
午
後
６
時
〜
９
時

■定
６

人
（
１
人
１
時
間
）　

■内
起
業
、
事
業
資

金
融
資
、補
助
金
活
用
、経
営
改
善
、集
客
、

販
売
促
進
、
販
路
拡
大
等
の
相
談　

■場
・

■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎

23
‐
２
２
０
０

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
10
月
26
日
○水
午
後
２
時
〜
４
時

■場
市

役
所
本
所

■内
相
続
、
事
業
等
の
許
可
手

続
き
、
外
国
人
在
留
資
格
手
続
き
等
の
相

談

■問
同
会
鶴
岡
支
部
（
佐
藤
）
☎
33
‐

８
８
６
８

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

■日
10
月
26
日
○○○
、
11
月
22
日
○○○
午
前
10
時

〜
11
時

■場
市
役

所
本
所

■内
住
宅

新
築
・
増
改
築
、

耐
震
診
断
、
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

の
相
談
、
高
齢
者

減
災
ア
ド
バ
イ
ス

等

■問
本
所
建
築

課
☎
35
‐
１
４
３

２
外
国
人
雇
用
に
関
す
る
企
業

向
け
相
談
会

■日
11
月
24
日
○○○
午
後
１
時
30
分

■場
勤
労

者
会
館　

■対
市
内
近
隣
の
事
業
者　

■内
外

国
人
雇
用
に
関
す
る
手
続
き
、
外
国
人
在

留
資
格
等　

■申
山
形
県
行
政
書
士
会
☎
０

２
３
‐
６
４
２
‐
５
４
８
７

■他
予
約
優

先

     

そ
の
他

山
形
交
響
楽
団
定
期
演
奏
会
チ
ケ
ッ
ト

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す（
抽
せ
ん
）

■日
11
月
19
日
○土

■場
山
形
テ
ル
サ
（
山
形

市
）
■対
市
内
在
住
の
方
８
人
（
１
人
１

枚
）
■
抽
せ
ん
会

10
月
17
日
○月
午
前

９
時
（
社
会
教
育
課
〈
櫛
引
庁
舎
〉
へ
来

庁
）
■問
同
課
☎
57
‐
４
８
６
７

■他
チ

ケ
ッ
ト
は
後
日
郵
送

10
月
11
日
○火
〜
21
日
○金

渋
滞
解
消
社
会
実
験

通
勤
時
間
（
特
に
午
前
７
時
30
分
〜
８

時
30
分
）
は
混
雑
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
渋

滞
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
社
会
実

験
の
期
間
中
、
前
後
の
時
間
に
通
勤
を
ず

ら
す
「
時
差
出
勤
」、
自
転
車
や
公
共
交

通
の
利
用
な
ど
「
交
通
手
段
の
変
更
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■場
鶴
岡
市
役
所
前
交
差
点
（
馬
場
町
）、

旧
き
ら
や
か
銀
行
鶴
岡
中
央
支
店
前
交
差

点
（
昭
和
通
り
）
等

■問
本
所
都
市
計
画

課
☎
35
‐
１
３
０
２

■他
実
験
期
間
中
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
市

HP
９
月
16
日
○金
〜
10
月
16
日
○日
は

や
ま
が
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
月
間

　

山
形
県
で
は
、「
や
ま
が
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
月
間
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。「
家

事
を
平
等
に
分
担
す
る
」、「
食
べ
残
し
を

な
く
す
」
な
ど
、
県
HP
に
掲
載
し
て
い
る

取
り
組
み
例
な
ど
も
参
考
に
、
皆
さ
ん
も

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。

■問
山
形
県
企
画
調
整
課
☎
０
２
３
‐
６
３

０
‐
２
８
９
５

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

預
け
て
安
心
！　

あ
な
た
の
遺
言

　

法
務
局
で
遺
言
書
を
保
管
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
法
務
局
に
預
け
る
こ
と
で
、

遺
言
書
の
改
ざ
ん
等
の
お
そ
れ
も
な
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
裁
判
所
の
検
認
手
続
き
も

不
要
で
、
相
続
開
始
の
際
に
相
続
人
等
に

法
務
局
か
ら
遺
言
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
相
続
手
続

き
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

■申
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１

０
０
３

屋
外
広
告
物
の
適
正
管
理
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

近
年
、
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
看

板
の
落
下
や
倒
壊
事
故
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
山
形
県
屋
外
広
告
物
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
者
、

設
置
者
に
対
し
て
安
全
点
検
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

事
故
の
発
生
防
止
の
た
め
、
定
期
的
に

点
検
を
行
い
、
安
全
管
理
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

■問
庄
内
総
合
支
庁
建
設
総
務
課
☎
66
‐
５

５
８
６

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　
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■日10月23日○日午前10時～午後３時　
■場黒森歌舞伎演舞場　
■定250人　
■演目 本朝廿四孝
■問酒田市社会教育文化課内「黒森歌舞伎保存会」
　事務局☎0234‐24‐2994　
■他三脚の使用は禁止

黒森歌舞伎　特別公演●酒田市

■日11月６日○日午前10時～午後４時　
■内新そばまつり、「幕末の志士・清河八郎を学
ぼう」＆「紙甲

かっちゅう

冑着付け体験」（■時午前10時
　30分・11時30分 ■他要申込み）、関所周辺

　の寺・御殿林・北楯大堰・神社などの観光案
　内、抹茶コーナー（■時午後２時30分・３時15
　分　■他要申込み）等　
■場・■問清川関所☎0234‐25‐5885

清川歴史公園　関所まつり●庄内町

■日11月５日○土・６日○日・12日○土・13日○日午前10
　時30分
■定各日先着７人　
■内金俣の新そば粉を使ったそば打ち体験と打っ
　たそばの試食（４人前を打ち１人前を試食。
　残り３人前は持ち帰り）
■費2,200円
■持エプロン
■場・■申各日５日前まで、四季の森しらい自然館
　内「鳥海山おもしろ自然塾推進協議会」事務
　局☎0234‐72‐2069へ

鳥海山おもしろ自然塾
金俣の新そばで、そば打ち体験●遊佐町

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　
　本所総務課☎35‐1117

図
書
館
の
本
を
も
っ
と　

気
軽
に
借
り
た
い
で
す

読
書
の
秋
に
な
り
、
親
子
で
た
く
さ
ん

の
本
を
読
ん
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思

う
の
で
す
が
、
市
立
図
書
館
本
館
は
自
宅

か
ら
遠
く
気
軽
に
行
け
ま
せ
ん
。
図
書
館

の
本
を
借
り
る
方
法
が
ほ
か
に
も
あ
り
ま

す
か
。

各
地
域
の
分
館
や
「
や
ま
び

こ
号
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

本
の
貸
出
し
等
は
各
地
域
の
図
書
館
分

館
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
移
動
図

書
館
「
や
ま
び
こ
号
」
が
市
内
約
50
か
所

を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

■
各
地
域
の
図
書
館
分
館

開
館
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
藤
島
・
温
海
分
館
…
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

▼
羽
黒
・
櫛
引
・
朝
日
分
館
…
午
前
９
時

〜
午
後
６
時

※
年
末
年
始
は
休
館
。
藤
島
・
櫛
引
・
朝

QＡ

日
分
館
は
月
曜
日
も
休
館
（
月
曜
日
が
祝

日
の
場
合
は
開
館
し
、翌
火
曜
日
に
休
館
）。

■
移
動
図
書
館
「
や
ま
び
こ
号
」

気
軽
に
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
本
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
巡
回
場
所
…
市
内
の
小
学
校
や
保
育
園
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
約
50
か
所

▽
蔵
書
数
…
約
３
、
０
０
０
冊

▽
所
蔵
す
る
本
の
ジ
ャ
ン
ル
…
小
説
・
エ

ッ
セ
イ
、
児
童

書
、
絵
本
、
実

用
書
等

※
毎
月
、
新
着

の
本
も
や
ま
び

こ
号
が
運
び
ま

す
。

■
巡
回
日
程

や
ま
び
こ
号
の
巡
回
日
程

は
、
下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
市
立
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
直
接

カ
ウ
ン
タ
ー
で
予
約
し
た
本
は
、
本
館
や

希
望
す
る
分
館
、
や
ま
び
こ
号
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
借
り
た
本
は
、
本
館
・
分
館
・
や
ま
び

こ
号
を
問
わ
ず
、
ど
こ
に
で
も
返
却
で
き

ま
す
。

各
地
域
の
分
館
や
や
ま
び
こ
号
を
、
ど

う
ぞ
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
読
書
の

秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。〈

図
書
館
本
館
〉

つちだよしはるさんの
イラストが目印！

　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00～16：00
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　10/4 ～ 11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 11日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 28日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 18日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 20日○木18:00～20：00・櫛引生涯学習センター
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 18日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 27日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 20日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 28日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 ８日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　10/4 ～ 11/3
■問健康課（にこ♥ふる）☎35‐0146
月　日 受付時間 会　場
10 ．６○木 9：00～10：30 高島産業㈱庄内工場
  〃 13：00 ～15：00 山形日産自動車販売㈱美咲店
８○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　　   〃 13：30 ～16：00 　　　 〃
16○日 9：00～14：30 朝暘武道館（宅建協会不動産フェア）
28○金 9：30～ 11：30 マックスバリュあつみ店

　　   〃 13：30 ～15：30 市役所温海庁舎
11．１○火 9：00～ 11：30 ㈱誠朋建設
  〃 13：00 ～16：00 　    〃

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日 ＜日曜日、祝日＞  　　　　　　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　②18：00～21：00
　　　　　　＜月曜、土曜日＞　　　　　　③19：00～21：30
　・診療科 内科、小児科、外科科 　　　　科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　   ①    9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ② 13：00～15：00

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■問健康課（にこ健 ♥ふる）☎35‐0146

編集・発行／鶴岡市総務部総務課

《人口と世帯》（令和４年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：120,922人
　　 （男：58,087人、女：62,835人）
　世帯数：49,496世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111 FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから
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に
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イ
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令
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４
年
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つ
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お
か

10月はつるおかふうどフェスタ開催月！

鶴岡食文化創造都市推進協議会
ウェブサイト

この秋は、鶴岡の「食」を楽しめるイベントが盛りだくさん！
市では、本年10月を「食と食文化の魅力プロモーション」強化月間と位置付けました。
同月の市内各所での様々なイベントを「つるおかふうどフェスタ」として連携して行い、
魅力を発信していきます。ユネスコ食文化創造都市・鶴岡が誇る、豊かな山・里・海の
恵み、秋の味覚を楽しんでみてはいかがでしょうか。
詳しくは、右の２次元コードからウェブサイトをご覧ください。

●本所食文化創造都市推進課☎35‐1185

最後にカボスを搾って食べりぃ（召し上がれ）

■作り方■作り方

①ショウガをみじん切りにする。
②細ネギを小口切りにする。
③マグロを一口サイズに切る。
④③を薄口しょう油に３分程度漬け込む。
⑤①と②を合わせたものに④を入れ、
　軽く混ぜ合わせる。
⑥⑤におからを入れて混ぜる。
⑦混ぜ合わせた⑥をお皿に盛り付ける。
　くし切りにしたカボスを添えて完成。

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④④③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③③

②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②②①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①
■材料（10人分）■材料（10人分）
マグロ 180ｇ
ショウガ 10ｇ
細ネギ 25ｇ
おから 250ｇ
薄口しょう油 40ml
カボス ２～３個

※マグロはほかの魚で代用可。

ポルト蔵 店主
安野 祐二 さん

臼杵市
飲食店の
方から

「きらすまめし」は、魚をおろしたあとの中落ちに、
おからをまぶしたもので、江戸時代の財政再建の際
に生み出された倹約料理が発祥です。
臼杵地方の方言で、おからのことを「きらす」、ま
ぶすことを「まめす」と言います。中落ちに〝きらす〟
を〝まめし〟た料理であることから、「きらすまめし」
と呼ばれるようになったといわれています。

きらすまめしきらすまめし

豊後水道に面し、比較的険しい
山稜に囲まれた、人口3.5万人
ほどの小都市です。その地形と地
質によって、まろやかな水が育ま
れ、水が重要となる醸造業が発達
してきました。
また、土作りにこだわった有機農
産物や、身の引き締まった魚を提
供する和食店が並ぶ〝美味しい〟
まちです！

連載初回の７月号では、「黄
おうはん

飯・黄飯かやく」を
紹介しました。２回目となる今回は、臼杵市の各
家庭やスーパーマーケットのお惣菜コーナーでも
おなじみの「きらすまめし」を紹介します。
手に入りやすい食材を使った料理ですので、ぜひ
作ってみてください！

●本所食文化創造都市推進課☎35‐1185
臼杵市の
ゆるキャラ

「ほっとさん」

臼杵市臼杵市

×
‐定期連載‐

臼
う す き

杵市の郷土料理


